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序文 
 

 

 道徳教育の充実を図るため、平成三十年度から

全国の小学校で、平成三十一年度から全国の中学

校で、道徳の授業が「特別の教科道徳」として、新

たに実施されました。 

 

 これは、「今の日本人の道徳性が低下している」

ということであり、「そうしなければならないほど

深刻な状況にある」ということですが、道徳教育

が新たに実施されたこと自体は、素直に喜べるこ

とだと思います。 

 

 ですが、新たに実施されたばかりということも

あり、現時点では、文部科学省の「学習指導要領

解説 特別の教科 道徳編」や、民間で出版され

ている道徳関連の本を読んでも、要点がぼやけて

いる箇所、意味が不明確な箇所、単なる「きれい

ごと」になっている箇所、矛盾している箇所等が

あります。 

 

 

 なぜそうなってしまうのかというと、一番の原

因は、おそらく、「世の中は、どういう状態である

べきか」を明確にすることなく、道徳教育のあり
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方（道徳性）を導き出しているからだと思います。 

 

詳しいことは本文で説明しますが、矛盾のない、

統一性のある、明確な道徳教育を導き出すために

は、まず、「世の中は、どういう状態であるべきか」

を明確にする必要があります。 

 

 そして、「その世の中を維持するためには、全て

の人は、どのような道徳性を身に付けている必要

があるか」を、突き詰めて考える必要があります。 

 

 例えば、「世の中は、『全ての人が幸福を感じら

れる状態』であるべきである」と決めるとします。 

 

 そこが決まれば、「『全ての人が幸福を感じられ

る世の中』を維持するためには、全ての人は、ど

のような道徳性を身に付けている必要があるか」

を考えることができます。 

 

 そして、それを突き詰めて考えれば、「全ての人

が幸福を感じられる世の中」を維持することがで

きる、矛盾のない、統一性のある、明確な道徳教

育（道徳性）を導き出すことができます。 

 

 

 本書では、このような発想で導き出した、「共存
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共栄の世の中を実現させ、維持するための道徳教

育」について説明していきます。 

 

 

 一章では、現在の道徳教育の根本的な問題を３

つ解説し、共存共栄のための道徳教育について説

明します。 

 

 一章では道徳教育の根本を説明しているので、

ここで説明していることは、子供を持つ親、教師、

研究者、その他、道徳教育に携わる全ての人の参

考になると思います。 

 

 

 二章では、道徳教育の成果を上げるために必要

なことについて説明します。 

 

 道徳教育と言うと、「家庭や学校で行なわれるも

の」という印象があるかもしれませんが、実際は、

会社や地域社会等においても必要です。 

 

 二章で説明していることは、学校だけでなく、

家庭、会社、地域社会等においても有効なので、

深く理解して、様々な場所で活かしてほしいと思

います。 
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 道徳教育が、新たに実施されたことは、全ての

人にとって大変喜ばしいことです。 

 

 私は、これを機会に日本人の道徳性が向上し、

日本人の生活が充実し、幸福なものになることを

願っています。 

 

 また、それが世界に広がり、共存共栄の世の中

が実現することを願っています。 

 

       共存共栄研究センター 伊藤 豪 
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一章 

共存共栄のための道徳教育 
 

 

 

道徳とは何か 
 

 

 道徳教育について説明する前に、まず、「道徳と

は何か」を説明したいと思います。 

 

 

 道徳とは「規律（社会の秩序を維持するための

規則）」のことです。 

 

 

 私達は、「それは道徳的な行為だ」「それは道徳

的に間違っている」というように、「道徳的である

か、そうでないか」を判断することがありますが、

それを判断するときには、必ず、「何らかの『一定

の規則』に則っているか、則っていないか」を考

えて判断しています。 
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 この「一定の規則」は、国や文化によって少な

からず違いますし、時代が変われば多少なりとも

変化します。 

 

 ですが、いずれにしろ、「何らかの『一定の規則』

に則っているか、則っていないか」を考えて判断

していることに違いはありません。 

 

 

 また、この「規則」ですが、これは単なる「規

則」ではなく、「社会の秩序を維持するための規則」

です。つまり「規律」です。 

 

 つまり、私達は「道徳的であるか、そうでない

か」を判断するときには、何らかの「規律」に照ら

し合わせて、それを判断しているのです。 

 

 何らかの「規律」に則っているかどうかを考え、

それに則っていれば「道徳的」と言い、則ってい

なければ「道徳的でない」と言っているのです。 

 

 ですから、このことから、「道徳」とは「規律（社

会の秩序を維持するための規則）」のことだと言え

るのです。 
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 さて、このように、道徳とは「規律（社会の秩序

を維持するための規則）」のことなのですが、ここ

で注目してほしいのは、「社会の秩序を維持するた
．．．．．．．．．．．

め
．
の規則」だということです。 

 

 つまり、道徳は、「社会と関連するもの」「社会

がなければ存在しないもの」だということです。 

 

 この「道徳は『社会と関連するもの』である」

「道徳は『規律』である」ということを上手く説

明している本があるので、その中からいくつか抜

粋したいと思います。 

 

 

 エミール・デュルケムは、その著書「道徳教育

論」の中で、次のように言っています。 

 

 第一に、道徳的行為と一般に呼ばれているもの

は、すべて、それがあらかじめ設定された規則に

合致しているという共通の性質を有している。道

徳的に振る舞うとは、一定の規準に従って行動す

ることであって、この規準は、人がある行為をな

そうと決心するまでもなく、すでにそれ以前に、

特定の状況においてなすべき行為をあらかじめ決

定しているのである。 
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 こうしてわれわれは、次のようにいうことがで

きる。すなわち道徳とは、行為を前もって決定し

ているところの規則体系にほかならない、と。 

 

 この第一の確認からは、直接の系として、二つ

の結果が導かれる。第一に、道徳は人間の行為を

決定し、固定し、規定するがゆえに、それはまず

個人の規則正しい生活態度を、すなわち、規則性

を好む心を前提とする。義務は規則正しく、常に

変わらず、一律で、単調でさえある。義務は思い

がけぬ苦境をたまたま首尾よく切り抜けるなどと

いう、きわもの的なものではない。真の義務はも

っと日常的なものであり、日々の生活がたゆみな

くもちきたるものである。 

それゆえ、変化と多様性を好むあまり、あらゆる

画一的なものを嫌悪する者は、道徳的欠陥者にな

るおそれが多分にある。 

 

 したがって、論理的な帰結として、社会が道徳

の目的であるならば、社会はまた同時に道徳の製

作者でもあるということができる。個人は自己の

内部に道徳律をたずさえてはいない。道徳律は、

少なくとも図式的な形で前もって描かれており、

個人はただ、後からこれを明確化し、発展させれ

ばよいのである。道徳律は、それが関与する集団

生活を表現するものであるとともに、社会的に結
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合された個人間の諸関係のうちからのみ生ずるも

のなのである。 

 このような論理的理由はまた、決定的とみなさ

れる歴史的理由によっても確証されよう。 

 道徳が社会の作品であるということをよく物語

っているのは、道徳が社会とともに変わるという

事実である。古代ギリシャやローマの諸都市にお

ける道徳は、われわれの社会のそれとは異なって

おり、同様に、原子的部族の道徳は、これら諸都

市のそれと異なったものである。 

 

 

 これらのことから、「道徳は『社会と関連するも

の』である」「道徳は『規律』である」ということ

が理解できると思います。 

 

 

 さて、ここでは、道徳とは「規律（社会の秩序を

維持するための規則）」であるという説明をしまし

たが、道徳を、このような「社会と関連するもの」

として捉えることは、とても重要です。 

 

 序文で説明したように、現在行なわれている道

徳教育には、要点がぼやけている箇所、意味が不

明確な箇所、単なる「きれいごと」になっている

箇所、矛盾している箇所等がありますが、その一
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番の原因は、「道徳という言葉にとらわれているか

ら」だと思います。 

 

 

 道徳という言葉の語源は、中国の老子の考えか

ら来ているようです。 

 

 宇宙はビッグバンから始まり、生成発展し続け

ていると言われていますが、この宇宙の生々発展

は、無秩序に行なわれているわけではなく、一貫

した原理に則って行なわれています。 

 この原理が、どのようなものであるのか、具体

的には分かりませんが、一貫した原理に則ってい

ることは確かです。 

 この宇宙の生々発展の原理、宇宙全体を貫く原

理が、老子の言うところの「道」です。 

 

 また、宇宙は、この「道」に則って生成発展して

いますが、宇宙の生々発展の過程で地球が誕生し、

地球上に生命が誕生し、生命が進化して人間が誕

生したので、人間の本質は、「道（宇宙の生々発展

の原理）」に則っていると言えます。 

 この「道」に則っている人間の性質（本質）を、

老子は「徳」と言います。 

 

 これら「道」と「徳」を合わせたのが「道徳」と
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いう言葉です。 

 

 

 これが道徳の語源のようですが、このようなこ

とを理解しても、道徳教育の成果を上げることに

はつながりません。 

 

 このような言葉にとらわれ、そこから道徳教育

を導きだしても、統一性のある、明確な道徳教育

にはならないのです。 

 

 道徳の語源が、このようなものであるというこ

と自体は、何の問題もありません。 

 

 ですが、道徳教育の成果を上げるためには、道

徳を「規律」「社会と関連するもの」として捉える

必要があるのです。 

 

 ここでは、まず、このことを理解しましょう。

道徳とは、「規律」のことなのです。 
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 現在の道徳教育の 

根本的な問題１ 
 

 

 現在の道徳教育には、根本的な問題があります。 

 

 根本的な問題というのは、「人間が『社会的生き

物』であること」と「社会が『その社会を構成する

全ての人の働きかけ』によって成り立っているこ

と」を明確に教えていないことです。 

 

 

 人間は、社会をつくり、その中で生活する性質

を持つ「社会的生き物」です。 

 人間は、社会がなければ生きていくことはでき

ません。人間は、社会に依存して生きています。

これは、まぎれもない事実です。 

 

 また、社会は「その社会を構成する全ての人の

働きかけ」によって成り立っています。 

 国家（社会）を維持するために必要な全てのこ

とは、その国家を構成する全ての人が、職業等の

かたちで行なっていますし、政治や公共事業等、

国家を存続させるために必要な全てのことは、国

民が納める税金によって行なわれています。 
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 これらのことから、「社会が『その社会を構成す

る全ての人の働きかけ』によって成り立っている

こと」が分かると思います。 

 

 

 これら、「人間が『社会的生き物』であること」

と「社会が『その社会を構成する全ての人の働き

かけ』によって成り立っていること」は、「道徳（規

律）に従う必要性」の根拠になるので、これらを

明確に教えることはとても重要です。 

 

 

 道徳とは「規律」のことなので、「道徳教育をす

る」とは「相手を『規律に従った行動ができる人

間』に育てること」だと言えます。 

 

 ですが、基本的に、全ての人は、「なるべくなら、

規律に縛られずに自由に行動したい」と思ってい

ます。 

 

 この「なるべくなら、規律に縛られずに自由に

行動したい」と思っている人に、「規律に従った行

動」をさせるためには、「正しい根拠」に基づいて、

「規律に従う必要性」をしっかり説明する必要が

あります。 
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「道徳（規律）に従う必要性」を説明せずに、単に

「道徳的な行動をしなさい」と言うだけでは、相

手は、その必要性を理解していないので、素直に

従いません。 

 

 それどころか、逆に反発して、道徳的な行動を

しなくなることもあります。 

 

 また、たとえ「道徳（規律）に従う必要性」を説

明したとしても、その説明が「正しい根拠」に基

づいていなければ、相手は納得しません。 

 

 ですから、相手に「道徳（規律）に従った行動」

をさせるためには、「正しい根拠」に基づいて、「道

徳（規律）に従う必要性」をしっかり説明する必

要があるのです。 

 

 

 それでは、「道徳（規律）に従う必要性」とは何

なのでしょう？ 

 

 私たちは、なぜ、道徳（規律）に従わなければな

らないのでしょう？ 

 

 

「『道徳（規律）』に従わなければならない理由」
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は、「『人間社会の秩序を維持する』ために必要だ

から」です。 

 

 人間は「社会的生き物」なので、全ての人は、自

分が望む、望まないに関わらず、人間社会の中で

生活していますが、人間社会が、戦争、犯罪、いじ

め、貧困等が多い状況だと、つまり、秩序が乱れ

ている状況だと、幸福を感じるのは難しくなりま

す。 

 

 ですから、社会の秩序は、一定以上に保つ必要

があります。 

 

 

 また、社会の秩序を一定以上に保つためには、

「その社会を構成する全ての人が、『道徳（規律）』

に従った行動をする」必要があります。 

 

 全ての人が、常に「道徳（規律）に従った行動」

をしていれば、社会の秩序は維持されます。 

 

 逆に、全ての人が、常に「道徳（規律）を無視し

た行動」をしていたら、社会の秩序は乱れます。 

 

「社会は『その社会を構成する全ての人の働きか

け』によって成り立っている」ので、人間社会の
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秩序を一定以上に保つためには、「その社会を構成

する全ての人が、常に『道徳（規律）に従った行

動』をする」必要があるのです。 

 

 

 このように、人間は「社会的生き物」なので（社

会の中で生活しているので）、社会の秩序は一定以

上に保つ必要がありますし、「社会は『その社会を

構成する全ての人の働きかけ』によって成り立っ

ている」ので、社会の秩序を一定以上に保つため

には、「全ての人が『道徳（規律）』に従った行動を

する」必要があるのです。 

 

 ですから、全ての人は、「道徳（規律）」に従わな

ければならないのです。 

 

 これが、「『道徳（規律）』に従わなければならな

い理由」なのです。 

 

 

 これらのことから分かるように、「人間が『社会

的生き物』であること」と「社会が『その社会を構

成する全ての人の働きかけ』によって成り立って

いること」は、「道徳（規律）に従う必要性」の根

拠なのです。 

 



一章、共存共栄研究センターの道徳教育 

 

21 

 

 ですから、それらを明確に教えていないことは、

現在の道徳教育の根本的な問題だと言えるのです。 

 

「人間が『社会的生き物』であること」と「社会が

『その社会を構成する全ての人の働きかけ』によ

って成り立っていること」は、「道徳（規律）に従

う必要性」の根拠として、明確に教える必要があ

るのです。 

 

 

 

現在の道徳教育の 

根本的な問題２ 

 

 

 現在の道徳教育には、根本的な問題が、もう一

つあります。 

 

 それは、「人間社会は、どのような状態であるべ

きか」を明確にすることなく、道徳教育のあり方

を導きだしていることです。 

 

 

「道徳教育をする」とは、「相手を『規律（社会の

秩序を維持するための規則）に従った行動ができ
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る人間』に育てること」です。 

 

 ですから、「どのような『規律』を教えるべきか」

「どのような『規律』が適切か」をよく考えて導

きだし、正しい「規律」を明確に示すことは、道徳

教育をする上で根本的に重要だと言えます。 

 

 もし、間違った「規律（道徳）」を教えたら、子

供は、間違った行動をすることになりますし、「規

律（道徳）」を明確に示さなければ、子供は的確な

行動ができないからです。 

 

 

 このように、正しい「規律（道徳）」を明確に示

すことは、根本的に重要なことなのですが、正し

い「規律（道徳）」を導きだすためには、まず、「人

間社会は、どのような状態であるべきか」を明確

にする必要があります。 

 

「人間社会は、どのような状態であるべきか」を

明確にする。 

 

 そして、「その人間社会を保つためには、どのよ

うな『規律（道徳）』が必要か」を考える。 

 

 そうすることによって、統一性がある、明確な
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「規律（道徳）」を導きだすことができるのです。 

 

 

 現在の「学習指導要領解説 特別の教科 道徳

編」の中には、要点がぼやけている箇所、意味が

不明確な箇所、単なる「きれいごと」になってい

る箇所、矛盾している箇所がたくさんありますが、

その原因は、「人間社会は、どのような状態である

べきか」を明確にすることなく、道徳教育のあり

方を導きだしているからだと思います。 

 

 例えば、特別の教科道徳では、道徳教育の内容

として「善悪の判断」があり、「よいことと悪いこ

との区別をし、よいと思うことを進んで行なうこ

と」を教えるように書いてありますが、「何が善で、

何が悪か」は書いてありません。 

 

 これは、「書いていない」のではなく、「書けな

い」というのが実情だと思います。 

 

 人間社会の「あるべき状態」を明確にしていな

いので、「何が善で、何が悪か」を導きだすことが

できないのです。 

 

 ですが、子供に「何が善で、何が悪か」を教えず

に、「よいことと悪いことの区別をすること」を求
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めるというのは、無茶苦茶な話です。 

 

 また、教える側（教師や親）が、「何が善で、何

が悪か」が分からないまま、「よいことと悪いこと

の区別をし、よいと思うことを進んで行なうこと」

を教えるというのは、そもそも不可能ですし、あ

ってはならないことです。 

 

 

 これ以外にも、現在の「学習指導要領解説 特

別の教科 道徳編」の中には、要点がぼやけてい

る箇所、意味が不明確な箇所、単なる「きれいご

と」になっている箇所、矛盾している箇所がたく

さんありますが、これは、重大な問題だと言わざ

るを得ません。 

 

 国語、算数、理科、社会等の教科において、矛盾

している箇所、不明確な箇所等があったらどうで

しょう？ 

 

 それを子供に教えるなど、とんでもないと思い

ませんか？ 

 

 道徳教育においても同じで、要点がぼやけてい

る箇所、意味が不明確な箇所、単なる「きれいご

と」になっている箇所、矛盾している箇所があっ
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てはいけないのです。 

 

 統一性があり、明確な道徳を教えなければ、子

供は、「正しい行動をする人間」にはならないから

です。 

 

 

 この問題を解決するためには、先ほど説明した

ように、人間社会の「あるべき状態」を明確にす

る必要があります。 

 

 そして、そこから、道徳教育のあり方を導きだ

す必要があります。 

 

 例えば、「人間社会は、『全ての人が幸福を感じ

られる状態』であるべきである」と決めるとしま

す。 

 

 ここが明確になれば、「善」は「『全ての人が幸

福を感じられる社会』を維持する行動、つくりだ

す行動」になり、「悪」は「『全ての人が幸福を感じ

られる社会』を乱す行動」になります。 

 

 そして、「善」と「悪」が明確になれば、子供に、

それを教えることができますし、それを教えるこ

とができるので、子供を、「よいことと悪いことの
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区別をし、よいと思うことを進んで行なうこと」

ができる人間に育てることもできます。 

 

 

 その他の矛盾している箇所や不明確な箇所等も、

人間社会の「あるべき状態」を明確にすることに

よって、明確にできます。 

 

「人間社会は、どのような状態であるべきか」を

明確にする。 

 

 そして、「その人間社会を保つためには、どのよ

うな『規律（道徳）』が必要か」を考える。 

 

 そうすれば、統一性がある、明確な「規律（道

徳）」を導きだすことができるのです。 

 

 

 現在の道徳教育においては、「人間社会は、どの

ような状態であるべきか」は明確にされていませ

ん。 

 

 ですから、現在の「学習指導要領解説 特別の

教科 道徳編」の中には、要点がぼやけている箇

所、意味が不明確な箇所、単なる「きれいごと」に

なっている箇所、矛盾している箇所がたくさんあ
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るのです。 

 

 これは、現在の道徳教育の根本的な問題だと言

わざるを得ないのです。 

 

 

 

人間社会は 

どのような状態であるべきか 
 

 

 統一性のある、明確な「規律（道徳）」を導きだ

すためには、「人間社会は、どのような状態である

べきか」を明確にする必要があるという説明をし

ましたが、実際に、人間社会は、どのような状態

であるべきなのでしょうか？ 

 

 

 世の中の全ての人は、幸福を求めています。 

 

 ですから、共存共栄研究センターでは、人間社

会は、「全ての人が幸福を感じられる状態」である

べきだと考えます。 
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 また、共存共栄研究センターでは、人間は、自

然と共存して生きていく必要があると考えます。 

 

 植物がなければ酸素がつくられないので、人間

は生きることができませんし、生態系が著しく破

壊されれば、農業や漁業に影響が出ますし、自然

が破壊され続ければ、大規模な自然災害が頻発す

るようになります。 

 また、倫理的観点からも、動植物をむやみやた

らと殺すのはよくありません。 

 ですから、共存共栄研究センターでは、人間は、

自然と共存して生きていく必要があると考えるの

です。 

 

 

 これらの考えから、共存共栄研究センターでは、

「世界は、『共存共栄の世の中』であるべきである」

と考えます。 

 

 ここで言う「共存共栄の世の中」とは、「人間」

「動物」「植物」等、「『世の中に存在する全ての生

物』が共に生き、共に栄える世の中」「『世の中に

存在する全ての生物』の『尊厳』が保たれている

世の中（全ての生物が、『価値ある存在』『尊い存

在』として、認められ、大切にされている世の中）」

のことです。 
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 このような世界であれば、世界の全ての人が幸

福を感じられますし、自然と共存することもでき

るのです。 

 

 

 また、共存共栄研究センターでは、「世界は、『共

存共栄の世の中』であるべきである」と考えるの

で、そこから、「人間社会は、『共存共栄の世の中

を維持している状態』で存在しているべきである」

と考えます。 

 

 

 具体的なことはともかく、まずは、ここを明確

にすることが重要なのです。 

 

「人間社会は、『共存共栄の世の中を維持している

状態』で存在しているべきである」というのが明

確になれば、「『共存共栄の世の中を維持している

社会』を保つためには、どのような『規律（道徳）』

が必要か」を考えることができます。 

 

 そして、それを突き詰めて考えれば、「『共存共

栄の世の中』を維持することができる『規律（道

徳）』」を導きだすことができるのです。 
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現在の道徳教育の 

根本的な問題３ 
 

 

 現在の道徳教育には、根本的な問題が、もう一

つあります。 

 

 それは、「『正しい思想』を教えていない」とい

うものです。 

 

 

 ここで言う「思想」とは、「その人の『生き方』

や『行動』を決定付けている考え」「その人が『生

き方』や『行動』を決定するときに『判断の基準』

にしている考え」のことです。 

 

 ですから、ここで言う「『正しい思想』を教えて

いない」とは、「人間は、どういう生き方をするべ

きか」「どのような『あり方』で存在しているべき

か」を教えていないということです。 

 

 これは、教育全般に関わる、根本的な問題だと

言えます。 
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 現在の学校では、道徳を含め様々な教科を教え

ていますが、「正しい思想」は教えていません。 

 

 ですが、それを教えずに、様々な知識や技術だ

けを教えるなら、身に付けた知識や技術を、「正し

いこと」に使う人も、「悪いこと」に使う人も現れ

ます。 

 

「『正しい思想』を教えていない」ということは、

「『正しい生き方』をするように促していない」と

いうことですから、「正しい生き方」をする人も、

「悪い生き方」をする人も現れてしまうのです。 

 

 

 例えば、様々な知識や技術を身に付けた、ロボ

ットがあるとします。 

 

 ですが、それだけでは、そのロボットが、どう

いう生き方をするかは分かりません。 

 

 そのロボットに「正しい生き方」をさせるため

には、「正しい思想」をプログラミングする必要が

あります。 
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「何が『正しいこと』で、何が『悪いこと』か」を

プログラミングし、「『正しいこと』をして生きる」

ようにプログラミングしなければ、そのロボット

が「正しい生き方」をすることはないのです。 

 

 

 人間も同じで、「正しい生き方」をさせるために

は、「何が『正しいこと』で、何が『悪いこと』か」

を教え、「正しい生き方」をするように教育する必

要があるのです。 

 

 知識や技術を教えるだけでなく、「正しい思想」

を教えなければ、「正しい生き方」をすることはな

いのです。 

 

 ですから、道徳教育において「正しい思想」を

教えていないことは、根本的な問題だと言えるの

です。 

 

 

 さて、先ほど説明したように、共存共栄研究セ

ンターでは、「人間社会は、『共存共栄の世の中を

維持している状態』で存在しているべきである」

と考えます。 

 

 ですから、共存共栄研究センターでは、「全ての
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人は、『共存共栄の世の中』を維持して生きるべき

である」と考えます。 

 

 そして、このことから、共存共栄研究センター

では、道徳教育で、「『共存共栄の世の中を維持し

て生きる』という思想」を教えるべきだと考えま

す。 

 

 

 全ての学校で、「『共存共栄の世の中を維持して

生きる』という思想」を教える。 

 

 また、道徳教育において教える道徳的資質は、

「『共存共栄の世の中を維持して生きる』ために必

要な資質」として教える。 

 

 そして、道徳以外の教科も、「『共存共栄の世の

中を維持して生きる』ために必要なもの」として

教える。 

 

 このように、道徳教育を通じて、全ての生徒に

「『共存共栄の世の中を維持して生きる』という思

想」を教えることによって、全ての生徒が、「『共

存共栄の世の中』を維持して生きる」ようになる

のです。 
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 これらのことから分かるように、「正しい思想」

を教えることは、道徳教育の根本だと言えるので

す。 

 

 ですから、道徳教育において「正しい思想」を

教えていないことは、根本的な問題だと言えるの

です。 

 

 

 ※「『共存共栄の世の中』を維持して生きる」と

いうのは、抽象度が高い生き方なので、世界のど

の国、どのような国民でも受け入れることができ

ます。 

 

 ユネスコは、「グローバル・シチズン（世界市民）

としての責任の強化」を掲げていますが、「『共存

共栄の世の中を維持して生きる』という思想」を

教えることは、「グローバル・シチズン（世界市民）

としての責任の強化」そのものです。 

 

 ですから、「『共存共栄の世の中を維持して生き

る』という思想」は、世界の全ての国において、し

っかり教えるべきだと言えます。 
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共存共栄のための道徳教育 
 

 

 ここまで、現在の道徳教育の根本的な問題とし

て、次の３つを説明しました。 

 

・「人間が社会的生き物であること」と「社会は『そ

の社会を構成する全ての人の働きかけ』によって

成り立っていること」を明確に教えていない 

 

・「人間社会は、どのような状態であるべきか」を

明確にすることなく、道徳教育のあり方を導きだ

している 

 

・「正しい思想」を教えていない 

 

 

 共存共栄の世の中を実現させるためには、これ

らを踏まえた道徳教育を行なう必要があります。 

 

 

 私は、先ほど、道徳教育で「『共存共栄の世の中

を維持して生きる』という思想」を教えるべきだ

と言いました。 
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実際に、共存共栄の世の中を実現させるために

は、「『共存共栄の世の中を維持して生きる』とい

う思想」を具体的にした思想を教える必要があり

ますが、共存共栄研究センターでは、「大和思想」

が、その思想として、ふさわしいと考えます。 

 

 

「大和思想」とは、「『世の中の全ての人が、自ら

率先して、普段自分が関わっている全体をまとめ

ること』によって、『共存共栄の世の中』を実現さ

せ、世の中の全ての人と共に『幸福』になる」とい

う思想です。 

 

 

 全ての人は、毎日、「家族」「地域社会」「友人の

集まり」「学校」「会社」「国家」「世界」等、様々な

「全体（集団、組織）」と関わっています。 

 

 全ての人が、それらの「全体」にあって、「ただ、

なんとなく」過ごすのではなく、常に、「『その全

体をまとめる』ための働きかけ（『その全体を共存

共栄の世の中を維持している状態にする』ための

働きかけ）」をする。 

 

 そうすることによって、「共存共栄の世の中」が

実現し、維持される。 
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 その結果、世界の全ての人が幸福になる。 

 

 これが「大和思想の理論」です。 

 

 

 特徴的なのは、目的を、「世の中の全ての人と共

に『幸福』になること」に設定していることです。 

 

 また、「『世の中の全ての人と共に幸福になる』

ためには、世の中は、『共存共栄の世の中』である

必要がある」と考えていることです。 

 

 そして、「『世の中の全ての人が、自ら率先して、

普段自分が関わっている全体をまとめること』に

よって、『共存共栄の世の中』を実現させ、維持す

る」と考えていることです。 

 

 

「大和思想」は、「世の中は、共存共栄の世の中（全

ての人が幸福を感じられる世の中）であるべきで

ある」と明確にし、そして、「共存共栄の世の中を

維持するためには、全ての人は、どのような状態

で存在している必要があるか」を突き詰めて考え、

導き出された思想です。 
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 ですから、「大和思想」の理論や道徳的資質には

矛盾がありませんし、それは、統一性のある、明

確なものになっています。 

 

 ですから、世の中の全ての人が「大和思想」を

持って生きれば、共存共栄の世の中を実現させ、

維持することができます。 

 

 ですから、共存共栄研究センターでは、「大和思

想」が、道徳教育で教える思想として、ふさわし

いと考えるのです。 

 

 

共存共栄研究センターでは、「大和思想」のよう

な思想（必ずしも大和思想である必要はない）を

教えることが、道徳教育において、根本的に重要

なことだと考えています。 

 

 つまり、相手を「『世の中の全ての人が、自ら率

先して、普段自分が関わっている全体をまとめる

こと』によって、『共存共栄の世の中』を実現させ、

世の中の全ての人と共に『幸福』になるという思

想を持った人間」「『自ら率先して、普段自分が関

わっている全体をまとめること』ができる人間」

に育てることが、根本的に重要だと考えています。 
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 さて、現在の「小学校学習指導要領解説 特別

の教科 道徳編」には、道徳教育の内容として、

次のことを教えるように書いてあります。 

 

A 主として自分自身に関わること  

 

「善悪の判断、自律、自由と責任」「正直、誠実」

「節度、節制」「個性の伸長」「希望と勇気、努力と

強い意志」「真理の探究」 

 

B 主として人との関わりに関すること  

 

「親切、思いやり」「感謝」「礼儀」「友情、信頼」

「相互理解、寛容」 

 

C 主として集団や社会との関わりに関すること  

 

「規則の尊重」「公平、公正、社会正義」「勤労、公

共の精神」「家族愛、家庭生活の充実」「よりよい

学校生活、集団生活の充実」「伝統文化の尊重、国

や郷土を愛する態度」「国際理解、国際親善」 

 

D 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに

関すること  
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「生命の尊さ」「自然愛護」「感動、畏敬の念」「よ

りよく生きる喜び」 

 

 

 これらは、これらでいいのですが、たとえ、こ

れらを教えたとしても、そもそもの根本である「正

しい思想」を教えなければ、つまり、「人間は、ど

ういう生き方をするべきか」「どのような『あり方』

で存在しているべきか」を教えなければ、子供が

どういう生き方をするのかは、分かりません。 

 

 ですから、共存共栄研究センターでは、「大和思

想」を教えることが、道徳教育の根本だと考えま

す。 

 

 そして、道徳教育の内容は、「大和思想」を実践

するために必要な資質として教えるべきだと考え

ます。 

 

 

 また、共存共栄研究センターでは、共存共栄の

世の中を実現させるためには、次の「人間関係の

あり方（人間関係のルール）」も教えるべきだと考

えます。 

 

※詳しくは、大和思想の六章を参照してください。 
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・相手を「尊重」する 

 

・常に「気遣い」をする 

 

・「年長者」は「年少者」をいたわり、導く 「年

少者」は「年長者」に素直に従う 

 

・男女は互いに「思いやり」を持って接する 

 

・「親」は「子」をしっかり育てる 「子」は「親」

をしっかり養う 

 

・「老人」を敬う 

 

 

「人間関係のルール」と言うと堅苦しく思うかも

しれませんが、全ての人は、人と接するときに、

少なからず、「この人には、どう接するべきか」「ど

ういう『言い方』をするべきか」「これは言うべき

か、言うべきでないか」等を考えて接しています。 

 

 つまり、全ての人は、人と接するときに、常に、

何らかの「判断の基準（ルール）」に従って接して

います。 

 



 

42 

 

 

「共存共栄の世の中を保つ（世の中の全ての人の

『尊厳』を保つ）」ためには、その「判断の基準」

を、「『世の中の全ての人の尊厳を保つこと』がで

きる『人間関係』のルール」にする必要がありま

す。 

 

 つまり、「子供」「大人」「老人」「男性」「女性」

「裕福な人」「貧しい人」「能力が高い人」「能力が

低い人」「政治家」「国民」、また、「職業」にかかわ

らず、「文化」にかかわらず、「国籍」にかかわら

ず、「『全ての人の尊厳を保つこと』ができる『人

間関係』のルール」にする必要があります。 

 

 そして、世の中の全ての人が、常に、それに従

って人と接する必要があるのです。 

 

 ですから、共存共栄研究センターでは、この「人

間関係のあり方（人間関係のルール）」も、「道徳

的行為」として教える必要があると考えるのです。 

 

 

 また、現在の「特別の教科 道徳」では教えて

いないことで重要だと思われるのは、「自分の『運

命』を受け入れること」「『優先順位の一番』を『世

の中全体』にすること（自己犠牲の精神）」「謙譲
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の精神」「『優しさ』と『厳しさ』」「『勇気』と『精

神的強さ』」「平常心」「真剣さ」です。 

 

 共存共栄研究センターでは、共存共栄の世の中

を実現させるためには、これらも、道徳教育を通

じて、しっかり教える必要があると考えます。 

 

 ※これらの詳しいことについては、大和思想の

五章を参照してください。 

 

 

 

「大和思想」の価値観 

 

 

 ～～大和思想について、もう少し詳しく説明し

たいので、大和思想の一章から、「『大和思想』の

価値観」を抜粋したいと思います。～～ 

 

 

 世の中の全ての人は「幸福」を求めています。 

 

 ですから、「人間にとって『価値あるもの』」と

は、「人間の『幸福』につながっているもの」のこ

とだと言えます。 
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 また、「価値のないもの」とは、「人間の『不幸』

につながっているもの」のことだと言えます。 

 

 

「人間にとって『価値あるもの』」とは、「人間の

『幸福』につながっているもの」のことですが、

「大和思想」の「価値観」は、そこから一歩進んだ

ところにあります。 

 

 

「大和思想」は、「世の中の全ての人と共に『幸福』

になること」を「目的」に設定しています。 

 

 また、「大和思想」では、「『世の中の全ての人と

共に幸福になる』ためには、世の中は『共存共栄

の世の中』である必要がある」と考えます。 

 

 ですから、「大和思想」においては、「直接的、間

接的にかかわらず、『共存共栄の世の中（世の中の

調和）』を維持、つくりだす物事」が「価値ある物

事」になります。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す物事」が「価

値のない物事」になります。 
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 例えば、「どのような状況にあっても、決して『共

存共栄の世の中（世の中の調和）』を乱さないで生

きている人」 

 

「『世のため』『人のため』になることを一生懸命

行なっている人」 

 

「『共存共栄の世の中を実現させ、維持する』ため

に必要な『情報』を必死に伝えている人」 

 

「自ら率先して『家族』をまとめている人」 

 

「子供をしっかり育てている人」 

 

 このような人は、「価値ある人」であり、「立派

な人」「すばらしい人」「尊い人」です。 

 

 

 また、「どのようなことがあっても、決して『共

存共栄の世の中（世の中の調和）』を乱さないで活

動している会社」 

 

「どのようなことがあっても、決して「『存共栄の

世の中（世の中の調和）』を乱さないで活動してい

る国家」 
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「『共存共栄の世の中を維持、つくりだす』ための

活動」 

 

「『共存共栄の世の中を維持、つくりだすこと』に

つながる工業製品」 

 

「『共存共栄の世の中を維持、つくりだすこと』に

つながる情報」 

 

「『共存共栄の世の中を維持、つくりだすこと』に

つながる立ち居振る舞い」 

 

「『共存共栄の世の中を維持、つくりだすこと』に

つながる発言」 

 

「『共存共栄の世の中』を支えている物質や生物」 

 

 このようなものが、「価値ある物事」であり、「貴

い物事」なのです。 

 

 

 逆に、「直接的、間接的にかかわらず、『共存共

栄の世の中（世の中の調和）』を乱す物事」は、「価

値のない物事」です。 
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 どれだけ「能力が高い人」「成績がいい人」「容

姿がいい人」「裕福な人」「有名な人」「強い権力を

持っている人」であっても、「『共存共栄の世の中

（世の中の調和）』を乱している」なら、その人は

「価値のない人」です。 

 

 また、「利益を上げている大きな会社」「世界で

最も影響力のある国家」「ボランティア活動や慈善

活動」「最新の技術を使った便利な工業製品」「人

を楽しませる情報」「普通と言われている立ち居振

る舞い」「悪意のない発言」であっても、それが、

「直接的、間接的にかかわらず、最終的に『共存

共栄の世の中（世の中の調和）を乱すこと』につ

ながっている」なら、それは「価値のない物事」な

のです。 

 

 

 このように、「大和思想」においては、「直接的、

間接的にかかわらず、『共存共栄の世の中（世の中

の調和）』を維持、つくりだす物事」が「価値ある

物事」なのです。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す物事」が「価

値のない物事」なのです。 
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 世の中の全ての物事は、「『共存共栄の世の中（世

の中の調和）』を維持、つくりだしている」からこ

そ「価値」があるのです。 

 

「『世のため』『人のため』に存在している」から

こそ「価値」があるのです。 

 

 これが、「大和思想」の価値観なのです。 

 

 

 

「大和思想」における「いいこと

（正しいこと）」と「悪いこと（間    

違っていること）」 
 

 

 ～～ここでは、大和思想の一章から、「『大和思

想』における『いいこと（正しいこと）』と『悪い

こと（間違っていること）』」を抜粋したいと思い

ます。～～ 
 

 世の中の全ての人は、普段の生活の中で、「いい

こと（正しいこと）」と「悪いこと（間違っている

こと）」を見分け、「悪いこと（間違っていること）」
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をしないようにしていますが、ほとんどの人は、

何が「いいこと（正しいこと）」で、何が「悪いこ

と（間違っていること）」なのかを明確に理解して

いません。 

 

 ほとんどの人は、それらを明確に理解していな

いまま、それらを判断しているのです。 

 

 ですが、「いいこと（正しいこと）」と「悪いこと

（間違っていること）」を明確に理解していなかっ

たら、「いいこと（正しいこと）」だと思ってやっ

たことが、実は「悪いこと（間違っていること）」

であったり、悪気はないのに、気付かずに「悪い

こと（間違っていること）」をしてしまったりする

ことがあります。 

 

 また、誰かが「悪いこと（間違っていること）」

をして、それを注意するときに、「それをやっては

いけない理由」を明確に説明することができませ

ん。 

 

 ですから、「いいこと（正しいこと）」と「悪いこ

と（間違っていること）」を明確に理解することは、

実際は、とても重要なことだと言えます。 

 

 普段自分が関わっている「全体（集団、組織）」
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をまとめる（「共存共栄の世の中を維持している状

態」にする）上でも、「自分の『尊厳』を保つ（『自

分が価値ある存在、尊い存在として、認められ、

大切にされている状態』を保つ）」上でも、とても

重要なことだと言えるのです。 

 

 つまり、人間が「幸福」になる上で、とても重要

なことだと言えるのです。 

 

 

 さて、このように、「いいこと（正しいこと）」と

「悪いこと（間違っていること）」を明確に理解す

ることは、とても重要なことなのですが、実際に

「いいこと（正しいこと）」「悪いこと（間違って

いること）」とは、どのようなことを言うのでしょ

う？ 

 

 

「大和思想」は、「世の中の全ての人と共に『幸福』

になること」を「目的」に設定しています。 

 

 また、「大和思想」では、「『世の中の全ての人と

共に幸福になる』ためには、世の中は『共存共栄

の世の中』である必要がある」と考えます。 

 

 ですから、先ほど説明したように、「大和思想」
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においては、「直接的、間接的にかかわらず、『共

存共栄の世の中（世の中の調和）』を維持、つくり

だす物事」が「価値ある物事」で、「直接的、間接

的にかかわらず、『共存共栄の世の中（世の中の調

和）』を乱す物事」が「価値のない物事」です。 

 

 

 そこから導き出すと、「直接的、間接的にかかわ

らず、『共存共栄の世の中（世の中の調和）』を維

持、つくりだす行為」が「いいこと（正しいこと）」

になります。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す行為」が「悪

いこと（間違っていること）」になります。 

 

 

 例えば、「物を盗むこと」や「人を殺すこと」は、

誰でも「悪いこと（間違っていること）」だと考え

ますが、「大和思想」においては、その理由は、「そ

れらは『共存共栄の世の中（世の中の調和）を乱

す行為』だから」です。 

 

 もし、「物を盗むこと」や「人を殺すこと」が、

「悪いこと（間違っていること）」ではなく、「い

いこと（正しいこと）」、もしくは「やってもいい
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こと」であるなら、いたるところで「盗難」や「殺

人」が起こり、「共存共栄の世の中（世の中の調和）」

は乱れます。 

 

 そして、多くの人が「不幸」になります。 

 

 ですから、それらは「悪いこと（間違っている

こと）」なのです。 

 

 

 同じように、「自分勝手な行動」「わがままな生

き方」「人を騙すこと」「約束を破ること」「人に悪

い影響を与えること」「公序良俗に反する行為、服

装をすること」「環境を破壊すること」「動植物を

むやみに殺すこと」等も、「『共存共栄の世の中（世

の中の調和）』を乱す行為」だから「悪いこと（間

違っていること）」なのです。 

 

 それらを少し行なっただけでは、「共存共栄の世

の中（世の中の調和）」は乱れません。 

 

 ですが、多くの人が、それらを行なったら、「共

存共栄の世の中（世の中の調和）」は、確実に乱れ

ます。 

 

 そして、「共存共栄の世の中（世の中の調和）」
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が乱れてしまったら、多くの人が「不幸」になる

のです。 

 

 ですから、それらは「悪いこと（間違っている

こと）」なのです。 

 

 

 逆に、「『協調性』を持って人に接すること」「『家

族』『会社』『国家』等における『自分の役割』をし

っかり果たすこと」「困っている人を助けること」

「子供をしっかり育てること」「『社会全体のこと』

を考えて行動すること」「動植物をむやみに殺さな

いこと」等は、「いいこと（正しいこと）」です。 

 

 それらを少し行なっただけで「共存共栄の世の

中（世の中の調和）」が実現するわけではありませ

ん。 

 

 ですが、それらの行為は、少なからず、「『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を実現させ、維持

すること」につながっています。 

 

 つまり、それらは、少なからず、「世の中の全て

の人を『幸福』にすること」につながっているの

です。 
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 ですから、それらは「いいこと（正しいこと）」

なのです。 

 

 

 このように、「大和思想」においては、「直接的、

間接的にかかわらず、『共存共栄の世の中（世の中

の調和）』を維持、つくりだす行為」が「いいこと

（正しいこと）」なのです。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す行為」が「悪

いこと（間違っていること）」なのです。 

 

 

 また、「大和思想」においては、「いいこと（正し

いこと）」と「悪いこと（間違っていること）」が明

確なので、「正義」という言葉の意味も明確です。 

 

「正義」とは、単純に言うと「正しいこと」という

意味で、特に、「間違っていること」に対して、そ

の「正しさ」を強調するときに使われます。 

 

 ですが、この「正しい」というのが、「どういう

意味で『正しい』のか」が明確でなければ、「正義」

の意味も明確になりません。 
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 多くの場合、「いいこと（正しいこと）」の意味

が明確でないまま「正義」という言葉が使われて

いるので、「正義」の意味も曖昧です。 

 

 ですが、「大和思想」においては、「いいこと（正

しいこと）」の意味が明確なので、「正義」の意味

も明確です。 

 

 

「大和思想」においては、「いいこと（正しいこと）」

とは、「直接的、間接的にかかわらず、『共存共栄

の世の中』を維持、つくりだす行為」のことです。 

 

 ですから、「大和思想」における「正義」とは、

「『共存共栄の世の中（世の中の調和）を維持、つ

くりだしている』という意味で正しいこと」にな

ります。 

 

 ですから、「正義のために戦う」「正義のために

立ち上がる」という言い方がありますが、「大和思

想」においては、それらは、「『共存共栄の世の中

を維持、つくりだす』ために戦う」「『共存共栄の

世の中を維持、つくりだす』ために立ち上がる」

という意味になるのです。 

 

 このように、「大和思想」においては、「正義」の
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意味も明確なのです。 

 

 

 さて、このように、「大和思想」においては、「い

いこと（正しいこと）」と「悪いこと（間違ってい

ること）」が明確なのです。 

 

 ですから、「大和思想」を持って生きれば、「そ

れは『いいこと』なのか、それとも『悪いこと』な

のか？」と悩むことはありません。 

 

 また、一生、「悪いこと（間違っていること）」を

しないで生きていくことが可能です。 

 

 また、誰かが「悪いこと（間違っていること）」

をして、それを注意するときに、「それをやっては

いけない理由」を明確に説明することができます。 

 

「それは『共存共栄の世の中（世の中の調和）を

乱す行為』だからいけません」 

 

「それをすると『共存共栄の世の中（世の中の調

和）』が乱れ、多くの人が『不幸』になるからやめ

なさい」 

 

 このように言うことができるのです。 
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「大和思想」においては、「直接的、間接的にかか

わらず、『共存共栄の世の中（世の中の調和）』を

維持、つくりだす行為」が「いいこと（正しいこ

と）」です。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存

共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す行為」が「悪

いこと（間違っていること）」なのです。 

 

 

 

「大和思想」における 

人間の存在価値 
 

 

～～ここでは、大和思想の一章から、「『大和思

想』における人間の存在価値」を抜粋したいと思

います。～～ 

 

 

 全ての「社会的生き物」に共通して言えること

ですが、「社会的生き物」における「個体」の「存

在価値」は、「自分が所属している『社会』に貢献
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して生きる」ところにあります。 

 

 

「社会的生き物」には、「社会」をつくり、その中

で生活する性質があります。 

 

 ですから、「社会的生き物」における全ての「個

体」は、自分が「望む」「望まない」にかかわらず、

「社会を構成する一員」として「社会」の中で生

活しています。 

 

 これは、「『社会的生き物』における全ての『個

体』は『社会』に依存している」ということであ

り、「『社会を存続させること』によってのみ、『生

きること』と『種族を存続させること』ができる」

ということです。 

 

 ですから、どのような「社会的生き物」でも、そ

の「社会」に所属している全ての「個体」は、当然

のこととして、「『自分が所属している社会を存続

させる』ための働きかけ」をしています。 

 

 例えば、「アリ」「ハチ」「オオカミ」「ライオン」

等は、その「社会（群れ）」に所属している全ての

「個体」が、当然のこととして、「『自分が所属し

ている社会（群れ）を存続させる』ための働きか
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け」をしています。 

 

 彼らは、自分が所属している「社会（群れ）」が

なくなったら、「自分が生きること」も「種族を存

続させること」もできなくなります。 

 

 ですから、彼らは、当然のこととして、「『自分

が所属している社会（群れ）を存続させる』ため

の働きかけ」をしているのです。 

 

 

 このように、「社会的生き物」における全ての「個

体」は「社会」に依存しているので、「社会的生き

物」における全ての「個体」にとって、「『自分が所

属している社会』を存続させること」は、「自分が

生きること」と同じレベルで重要になります。 

 

 ですから、「『自分が所属している社会の存続』

に大きく貢献している個体」は、必然的に、その

「社会」を構成する全ての「個体」にとって「価値

ある存在」となります。 

 

 逆に、「『その社会の存続』に貢献していない個

体」は、「価値のない存在」となります。 

 

 それどころか、そもそも「社会」は、その「社
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会」を構成する全ての「個体」の「働き」によって

成り立っているので、「社会」に所属しているにも

かかわらず、「その社会の存続」に全く貢献してい

なかったら、その「個体」は、その「社会」にとっ

て「不必要な存在」となります。 

 

 そのような「個体」は、「社会的生き物」の「本

質」から言って、「存在している意味がない」ので

す。 

 

 

 これらのことから分かるように、「社会的生き物」

における「個体」の「存在価値」は、「自分が所属

している『社会』に貢献して生きる」ところにあ

るのです。 

 

「社会的生き物」における全ての「個体」は、「自

分が所属している『社会』に貢献している」から

こそ、「『自分が所属している社会を存続させるた

めの働きかけ』をしている」からこそ、「存在価値」

があるのです。 

 

 

 さて、このように、「社会的生き物」における「個

体」の「存在価値」は、「自分が所属している『社

会』に貢献して生きる」ところにあるので、「人間
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の存在価値（『人間社会』における『個人』の存在

価値）」も、当然、「『人間社会』に貢献して生きる」

ところ、「『人間社会を存続させるための働きかけ』

をして生きる」ところにあるのですが、「大和思想」

における「人間の存在価値」は、そこから一歩進

んだところにあります。 

 

 

「大和思想」は、「世の中の全ての人と共に『幸福』

になること」を「目的」に設定しています。 

 

 また、「大和思想」では、「『世の中の全ての人と

共に幸福になる』ためには、世の中は、『共存共栄

の世の中』である必要がある」と考えます。 

 

 ですから、「大和思想」における「人間の存在価

値」は、「『共存共栄の世の中』を維持、つくりだし

て生きる」ところにあります。 

 

 つまり、「家族」「地域社会」「友人の集まり」「学

校」「会社」「国家」「世界」等の、普段自分が関わ

っている「全体」において、「『自ら率先して、その

全体をまとめるための働きかけ（その全体を共存

共栄の世の中を維持している状態にするための働

きかけ）』をして生きる」ところに、「人間の存在

価値」があるのです。 
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 ですから、「大和思想」においては、どれだけ「能

力が高い人」「成績がいい人」「容姿がいい人」「裕

福な人」「有名な人」「強い権力を持っている人」

であっても、「『普段自分が関わっている全体をま

とめる』ための働きかけ（『共存共栄の世の中を維

持、つくりだす』ための働きかけ）」を全くしてい

なかったら、その人は、「価値のない存在」「不必

要な存在」となります。 

 

 逆に、どれだけ「能力が低い人」「成績が悪い人」

「容姿が悪い人」「貧しい人」「有名でない人」「権

力がない人」であっても、「『普段自分が関わって

いる全体をまとめる』ための働きかけ（『共存共栄

の世の中を維持、つくりだす』ための働きかけ）」

をしているなら、その人は、「価値ある存在」「必

要な存在」となります。 

 

 

「大和思想」においては、人を押しのけ、世の中

の「調和」を乱してまで「地位」や「名声」や「財

産」を手に入れた人は、「価値のない存在」「不必

要な存在」です。 

 

 逆に、質素で目立たない生活をしていても、「『普
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段自分が関わっている全体をまとめる』ための働

きかけ（『共存共栄の世の中を維持、つくりだす』

ための働きかけ）」をしているなら、その人は「価

値ある存在」「必要な存在」なのです。 

 

 

 また、「大和思想」においては、「『共存共栄の世

の中の実現』に大きく貢献した人」「『共存共栄の

世の中』に対する『貢献度』が高い人」「一生懸命、

普段自分が関わっている『全体』をまとめている

人」ほど、「より価値ある存在」「より価値ある人」

です。 

 

 

 また、「人間の存在価値」と言うと、人によって

は、「『人間の価値』の高低」や「『全体をまとめる

能力』の優劣」を強く意識し、それらを競おうと

しますが、「大和思想」においては、それらを競う

ことは重要ではありません。 

 

 なぜなら、「『人間の価値』の高低」や「『全体を

まとめる能力』の優劣」にこだわると、「『よりで

きる人』には、より『価値』があり、『あまりでき

ない人』には、あまり『価値』がない」という考え

を持つようになり、「世の中の全ての人が『幸福』

を感じられるようにする」という、「大和思想」の
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本来の趣旨からずれてしまうからです。 

 

「能力」「人を取り巻く状況」「運」等は人によっ

て違うので、どれだけ「『普段自分が関わっている

全体をまとめる』ための働きかけ（『共存共栄の世

の中を維持、つくりだす』ための働きかけ）」をし

ようと思っても、「上手く行なえる人」「上手く行

なえない人」「たくさん行なえる人」「あまり行な

えない人」がいます。 

 

 ですが、たとえ「上手く」「たくさん」は行なえ

ないとしても、「『普段自分が関わっている全体を

まとめる』ための働きかけ（『共存共栄の世の中を

維持、つくりだす』ための働きかけ）」をしている

なら、その人は、「『共存共栄の世の中』を支える

重要な存在」です。 

 

 そのような「重要な存在」である人を、「あまり

『価値』がない」と考えるのは、「大和思想」の本

来の趣旨からずれているのです。 

 

 ですから、「大和思想」においては、「『人間の価

値』の高低」や「『全体をまとめる能力』の優劣」

を競うことは重要ではないのです。 

 

 それよりも、「『自分にできること』を精一杯行
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なうこと」の方が重要なのです。 

 

「『共存共栄の世の中の実現』に大きく貢献した人」

「世の中に対する『貢献度』が高い人」は、それは

それで評価されるべきですが、それは、「『他人と

競って勝ったから』評価される」のではなく、あ

くまで、「『共存共栄の世の中の実現に大きく貢献

したから』評価される」のです。 

 

 

 さて、このように、「大和思想」においては、「人

間の存在価値」は、「『共存共栄の世の中』を維持、

つくりだして生きる」ところにあるのです。 

 

 ですから、「大和思想」においては、「『共存共栄

の世の中』を維持、つくりだして生きている」な

ら、誰にでも「存在価値」があります。 

 

「子供」「大人」「老人」「男性」「女性」「能力が高

い人」「能力が低い人」「裕福な人」「貧しい人」「政

治家」「国民」、また「職業」にかかわらず、「文化」

にかかわらず、「国籍」にかかわらず、全ての人に

「存在価値」があるのです。 

 

 

「大和思想」における「人間の存在価値」は、この
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ようなものなので、「大和思想」を持って生きれば、

誰でも「『自分の存在価値』を実感すること」がで

きます。 

 

 人間が「幸福」になる上で、「『自分の存在価値』

を実感できること」は、とても重要ですが、「大和

思想」を持って生きれば、誰でも、一生、「『自分の

存在価値』を実感すること」ができるのです。 

 

 

「大和思想」においては、「人間の存在価値」は、

「『共存共栄の世の中』を維持、つくりだして生き

る」ところにあります。 

 

 人間は、「『共存共栄の世の中』を維持、つくり

だして生きる」からこそ「存在価値」があるので

す。
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 二章 

道徳教育の成果を上げる 

ために必要なこと 

 

 

 ※二章で説明することは、共存共栄研究センタ

ーの道徳教育に限らず、全ての道徳教育に当ては

まることです。 

 

 
 

「道徳とは何か」を理解する 
 

 

 道徳教育の成果を上げる上で、道徳教育をする

人が「道徳とは何か」を理解することは、とても

重要です。 

 

 私は、「『道徳とは何か』を理解することは、絶

対に必要である」とは思いませんが、子供に「道

徳って何ですか？」と聞かれて答えられなかった

ら、その時点で、不信感を持たれたり、「道徳教育
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など意味がない」と思われたりする可能性があり

ます。 

 

 ですから、道徳教育をする人が「道徳とは何か」

を理解することは、とても重要だと言えます。 

 

 

「道徳とは何か」は、一章で説明しましたので、

詳しくは、そちらを読んでほしいと思います。 

 

 

 

「道徳教育の必要性」を 

理解する 
 

 

 道徳教育の成果を上げる上で、道徳教育をする

人が「道徳教育の必要性」を理解することは、と

ても重要です。 

 

ですが、その前に、「教育の必要性」について理

解することも、とても重要です。 

 

 

 教育は、様々な「集団（組織）」において行なわ
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れていますが、私たちは、そもそも、何のために

教育をするのでしょう？ 

 

 

 教育をする理由を一言で言うと、それは、「『集

団（組織）の目的を実現させる』ために必要だか

ら」です。 

 

 

 教育とは、「集団（組織）」において行なわれる

ものですが、「集団（組織）」には、必ず目的があり

ます。 

 

 家族には「協力して生きていく」等の目的が、

会社には「利益を上げる」「会社をいい状態で存続

させる」等の目的が、国家には「国民全員を幸福

にする」「国家をいい状態で存続させる」等の目的

があります。 

 

 また、集団スポーツのチームには、「試合で勝つ」

「優勝する」等の目的がありますし、サークルや

ボランティア団体にも、それぞれの目的がありま

す。 

 

 

 このように、全ての「集団（組織）」には目的が



 

70 

 

あるので、どのような「集団（組織）」でも、その

「集団（組織）」を構成する全ての人は、「その『集

団（組織）』の目的を実現させるための働きかけ」

をする必要があるのですが、そのために必要な能

力は、放っておいて、自然に身に付くわけではあ

りません。 

 

 人間は、教育をせずに放っておいても、周りか

ら様々な影響を受けたり、自分で努力したりして

成長しますが、「『集団（組織）』が求める全ての能

力」が身に付くことはないのです。 

 

 ですから、様々な「集団（組織）」において、教

育が行なわれているのです。 

 

 

 このことから分かるように、「集団（組織）」は、

「その集団（組織）の目的を実現させるため」に、

教育を行なっているのです。 

 

「『集団（組織）の目的を実現させる』ために必要

だから」教育を行なっているのです。 

 

 

 さて、教育をする理由は、「『集団（組織）の目的

を実現させる』ために必要だから」だと言いまし



二章、道徳教育の成果を上げるために必要なこと 

 

71 

 

た。 

 

 ですから、道徳教育をする理由も、「『集団（組

織）の目的を実現させる』ために必要だから」で

す。 

 

 

 どのような「集団（組織）」にも目的があります

が、その目的を実現させるためには、その「集団

（組織）」の秩序を一定以上に保つ必要があります。 

 

 また、「集団（組織）」の秩序を一定以上に保つ

ためには、「集団（組織）」を構成する全ての人が、

一定以上の道徳性を身に付けている必要がありま

す。 

 

 ですが、道徳性も他の能力と同じで、放ってお

いたら身に付きません。 

 

 ですから、「集団（組織）」においては、少なから

ず道徳教育をする必要があるのです。 

 

 

 国家においては、道徳教育を通じて、その国家

を構成する全ての人に、その国家の秩序を維持す

るために必要な道徳性を、身に付けさせる必要が
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あります。 

 

 家族や会社においても、その秩序を維持するた

めに必要な道徳性を、身につけさせる必要があり

ます。 

 

 友人の集まりのような「全体（集団）」でも、そ

の友人の集まりの秩序を保つため、その目的を実

現させるためには、一定の秩序を保つ必要がある

ので、互いに教え合い、学び合って道徳性を身に

つける必要があります。 

 

「集団（組織）」を構成する全ての人に、一定以上

の道徳性がなかったら、「集団（組織）」の秩序が

乱れ、「集団（組織）」の目的を実現させることは

できなくなります。 

 

 ですから、どのような「集団（組織）」でも、少

なからず道徳教育をする必要があるのです。 

 

 

 これらのことから分かるように、道徳教育を行

なう理由は、「『集団（組織）の目的を実現させる』

ために必要だから」なのです。 

 

 道徳教育の成果を上げるためには、このことを
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しっかり理解する必要があります。 

 

 道徳教育に携わる人は、このことをしっかり理

解し、自分の責任の重さを、しっかりと自覚する

必要があるのです。 

 

 自分が道徳教育をしっかり行なわなければ、秩

序が乱れ、「全体（集団）」の目的を実現させるこ

とができなくなるということを、しっかり理解す

る必要があるのです。 

 

 

 

悪い影響を与えないように 

注意する 
 

 

 子供は、まだ、確固たる価値観、世界観、思想等

を持っていないので、「いい影響」も「悪い影響」

も簡単に受けてしまいます。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

子供に「悪い影響」を与えないように、注意する

必要があります。 
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 子供に対して、最も強い影響力を持っているの

は、その親（保護者）です。 

 

 人間は、生まれてから、周囲から様々な影響を

受けて、価値観、世界観、思想を持つようになり

ますが、特に、両親から強い影響を受けると言わ

れています。 

 

 子供が成人した後に持っている価値観、世界観、

思想、趣向等の多くは、両親から強く影響を受け

ていると言われているのです。 

 

 ですから、親が「道徳に反する行動」をしてい

たら、その子供が「道徳に反する行動」をする確

率は非常に高くなります。 

 

 

 また、問題行動を起こす少年のほとんどは、家

庭環境が良くありません。 

 

 夫婦の仲が悪かったり、子供に十分な愛情を注

がなかったりすると、子供は、そのストレスから、

成長した後も、問題行動をするようになってしま

うのです。 
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 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

親（保護者）が、これらのことをしっかり理解す

る必要があります。 

 

 そして、子供に悪い影響を与えないように、注

意する必要があります。 

 

「相手は、まだ子供だ」と思うかもしれませんが、

子供だからこそ、様々な影響を簡単に受けてしま

うのです。 

 

 ですから、親は、「自分の子供をしっかり育てる

のは、親の義務である」ということを理解し、悪

い影響は与えず、常に、いい影響を与えるように

する必要があるのです。 

 

 

 また、学校においては、教師が、生徒に対して

強い影響力を持っています。 

 

 ですから、教師が嘘をついたり、道徳に反する

行動をしたりすると、生徒は、先生がそうしてい

るのだから、自分だってそうしていいはずだと考

え、真似をすることがあります。 
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 また、教師が冗談のつもりで、道徳に反する発

言や行動をしたとしても、生徒は、それを真実と

して受け止め、真似してしまうこともあります。 

 

 また、生徒の「道徳に反する行為」を黙認した

つもりはなくても、黙認したと受けとられて、「道

徳に反する行為」を助長してしまうこともありま

す。 

 

 このように、教師は、生徒に対して強い影響力

を持っているので、教師は、そのことをしっかり

と自覚する必要があります。 

 

 そして、悪い影響を与えないように十分注意し、

常にいい影響を与えるようにする必要があります。 

 

 

 また、子供に限らず、全ての人は、メディアか

ら強い影響を受けています。 

 

 例えば、テレビで、ハンバーガーをおいしそう

に食べているのを見ると、食欲が湧いてきたり、

快適に格好よく自動車を運転しているのを見ると、

自分も車が欲しくなったり、雑誌で有名人の髪型

や服装が紹介されているのを見ると、同じ髪型や

服装をしたくなったり、新聞で、社会問題や悲惨
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な事件や事故の記事を見ると、悲しくなったり、

不安になったりします。 

 

 また、意識していなくても、テレビや映画やマ

ンガで表現されている言葉遣いや立ち居振る舞い

をするようになったり、これが普通、常識、正し

いと表現されているのを見て、それが普通、常識、

正しいと思うようになったりします。 

 

 情報に接するということは、その情報が頭に入

るということなので、自分の意志とは関係なく、

欲が刺激されて湧いてきたり、今まで持っていな

かった観点や概念を持つようになったり、忘れて

いた記憶が甦ったりします。 

 

 つまり、全ての人は、関心がない情報であって

も、自覚していなくても、接した情報から、必ず

何らかの影響を受けているのです。 

 

 同じ情報でも、人によって受ける影響は違いま

すし、影響の程度には個人差がありますが、いず

れにしろ、全ての人は、接した情報から何らかの

影響を受けているのです。 

 

 

 子供は、まだ、確固たる価値観、世界観、思想を
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持っていません。 

 

 ですから、子供は、大人よりも、さらにメディ

アの影響を受けてしまいます。 

 

 子供が、アニメに登場するキャラクターのしゃ

べり方を真似したり、テレビに登場する人物やキ

ャラクターの行動を真似したりするのは、よく知

られています。 

 

 また、ドラマの内容が、全体的には「いい内容」

だったとしても、その中の１シーンに「いじめを

する場面」があると、その影響を受けて、いじめ

をすることもあります。 

 

 ですから、保護者は、子供がメディアから「悪

い影響」を受けないように注意する必要がありま

す。 

 

「全体的に『いい内容』か『悪い内容』か」を考え

るだけでなく、細かい表現、出演者の人間性、立

ち居振る舞い、服装等もよく考える必要がありま

す。 

 

 直接的な影響だけでなく、間接的に受ける影響

にも注意する必要があります。 
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 子供は、確固たる価値観、世界観、思想を持っ

ていないので、様々なことを考え、メディアから

「悪い影響」を受けないようにする必要があるの

です。 

 

 

 さて、ここでは、親（保護者）、教師、メディア

の子供に対する影響力について説明しました。 

 

 これらの子供に対する影響力は、非常に強いの

で、道徳教育の成果を上げるためには、子供が、

それらから「悪い影響」を受けないように注意す

る必要があります。 

 

 道徳教育に携わっている人は、このことを十分

に理解する必要があります。 

 

 なぜなら、たとえ、親が子供に「いい影響」を与

えていたとしても、教師やメディアから「悪い影

響」を受けていたら、道徳教育の成果を上げるこ

とは、できないからです。 

 

 また、教師が一生懸命正しい道徳教育を行なっ

ていても、生徒の家庭環境が悪かったり、生徒が

「悪い影響」を与えるメディアに、頻繁に接して
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いたりしたら、やはり、その効果は得られないか

らです。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

子供が、それらから「悪い影響」を受けないよう

に注意する必要があるのです。 

 

 子供に「悪い影響」を与えないようにし、常に、

「いい影響」を与えるようにすることが必要なの

です。 

 

 

 

「道徳に従う必要性」を 

理解させる 

 

 

 道徳とは「規律」のことなので、「道徳教育をす

る」とは、「相手を『規律（道徳）に従った行動が

できる人間』に育てる」ということです。 

 

 ですが、基本的に全ての人は、「なるべくなら、

規律（道徳）に縛られずに自由に行動したい」と

思っています。 
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 この「なるべくなら、規律（道徳）に縛られずに

自由に行動したい」と思っている人に、快く「道

徳に従った行動」をさせるためには、「道徳に従う

必要性」をしっかり理解させる必要があります。 

 

 

「道徳に従う必要性」をしっかり理解させずに、

単に「道徳に従いなさい」と言うだけでは、快く

道徳に従わせることはできません。 

 

 例えば、「道徳に従いなさい」と一方的に言うだ

けで、「道徳に従う必要性」を説明しなければ、相

手は「道徳に従う必要性」を理解することができ

ません。 

 そして、その人は、その必要性を理解していな

いので、「『道徳に従う必要性』をしっかり理解し

ている人」と比べると、簡単に「道徳に反する行

動」をしてしまいますし、「道徳に反する行動」を

しても、あまり罪悪感を感じません。 

 

 また、「『道徳に従う必要性』を理解していない

人」が道徳に従っていたとしても、それは、「単に

『言われたとおりに行動している』状態」「『ただ、

何となくそうしている』状態」で、「『確信を持っ

て行動している』状態」ではないので、周りの人

が「道徳に反する行動」をしているのを見たり聞



 

82 

 

いたりすると、その影響を受けやすく、流されや

すいですし、気分次第で道徳に従ったり、従わな

かったりしてしまいます。 

 

 また、「『道徳に従う必要性』を理解していない

人」を、単に罰則を強化することによって道徳に

従わせようとしても、その人は、そもそも「道徳

に従う必要性」を理解していないので、なんとか

して「道徳に反する行動」をしようとしたり、表

面だけ取りつくろって、「道徳に従っている」よう

に見せかけたりするようになってしまいます。 

 

 ですから、「相手を『道徳に従った行動ができる

人間』に育てる」ためには、「道徳に従う必要性」

をしっかり理解させる必要があるのです。 

 

「一方的に言う」とか「単に伝える」ということ

ではなく、「しっかり理解させること」が必要なの

です。 

 

 

 さて、「道徳に従う必要性」は、一章の「現在の

道徳教育の根本的な問題１」で説明したとおりで

すが、ここでもう一度、簡単に説明したいと思い

ます。 
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「全ての人が『道徳（規律）』に従わなければなら

ない理由」は、「『人間社会の秩序を維持する』た

めに必要だから」です。 

 

 

 人間は「社会的生き物」なので、全ての人は、自

分が望む、望まないに関わらず、社会の中で生活

していますが、社会が、戦争、犯罪、いじめ、貧困

等が多い状況だと、つまり、秩序が乱れている状

況だと、幸福を感じることはできなくなります。 

 

 ですから、私たちは、社会の秩序を一定以上に

保つ必要があります。 

 

 

 また、社会は「その社会を構成する全ての人の

働きかけ」によって成り立っているので、全ての

人が、社会の秩序を維持して生きていれば、社会

の秩序は維持されますが、全ての人が秩序を無視

して生きていたら、社会の秩序は乱れてしまいま

す。 

 

 ですから、社会の秩序を一定以上に保つために

は、全ての人が、「社会の秩序を維持することがで

きる道徳（規律）」に従って生きる必要があります。 
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 このように、社会の秩序は、一定以上に保つ必

要がありますし、そうするためには、全ての人が、

「道徳（規律）」に従って生きる必要があるのです。 

 

 ですから、全ての人は、「道徳（規律）」に従わな

ければならないのです。 

 

 これが、「全ての人が『道徳（規律）』に従わなけ

ればならない理由」なのです。 

 

 

 人間は「社会的生き物」なので、人間が幸福を

感じるためには、社会の秩序が一定以上に保たれ

ている必要がありますが、社会の秩序を一定以上

に保つためには、全ての人が、「道徳（規律）」に従

って生きる必要があるのです。 

 

 これが、「全ての人が『道徳（規律）』に従わなけ

ればならない理由」なのです。 

 

 道徳教育の成果を上げるためには、この「道徳

に従う必要性」を、しっかり理解させる必要があ

るのです。 
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 ※「道徳に従う必要性」について詳しく理解し

たい人は、一章の「現在の道徳教育の根本的な問

題１」を読んでください。 

 

 

 

「道徳の判断の基準」を 

明確に教える 
 

 

 道徳教育の成果を上げる上で最も重要なことの

一つは、「道徳の判断の基準」を明確に教えること

です。 

 

 つまり、何が「いいこと（正しいこと）」で、何

が「悪いこと（間違っていること）」かを明確に教

えることです。 

 

 

「道徳教育をする」とは、「相手を『道徳に従った

行動ができる人間』に育てる」ということですが、

常に「道徳に従った行動」ができるようにするた

めには、自分で「いいこと（正しいこと）」と「悪

いこと（間違っていること）」を見分けられるよう
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にする必要があります。 

 

 そして、そのためには、何が「いいこと（正しい

こと）」で、何が「悪いこと（間違っていること）」

かを明確に教える必要があります。 

 

 

 現在小学校で行なわれている特別の教科道徳に

は、道徳教育の内容として「善悪の判断」があり、

「よいことと悪いことの区別をし、よいと思うこ

とを進んで行なうこと」を教えるように書いてあ

りますが、「何が善で、何が悪か」は書いてありま

せん。 

 

 ですが、子供に「何が善で、何が悪か」を教えず

に、「よいことと悪いことの区別をすること」を求

めるというのは無茶な話です。 

 

 子供に「何が善で、何が悪か」を教えなければ、

その子供は、「何が善で、何が悪か」が分からない

のですから、それらを区別することはできません。 

 

 また、それらを区別することができないので、

たとえ、常に「道徳的に正しい行動」をしたいと

思っていたとしても、そうすることはできません。 
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 これらのことから、道徳教育の成果を上げるた

めには、「道徳の判断の基準」を明確に教える必要

があることが分かると思います。 

 

 

 さて、道徳教育の成果を上げるためには、「道徳

の判断の基準」を明確に教える必要があるのです

が、現在行なわれている特別の教科道徳では、「何

が善で、何が悪か」は教えていません。 

 

 そこで、ここでは、共存共栄研究センターの道

徳教育で教える、「大和思想」の「いいこと（正し

いこと）」＝善と「悪いこと（間違っていること）」

＝悪について簡単に説明します。 

 

 

「大和思想」における「いいこと（正しいこと）」

とは、「直接的、間接的にかかわらず、『共存共栄

の世の中（世の中の調和）』を維持、つくりだす行

為」のことです。 

 

 そして、「悪いこと（間違っていること）」とは、

「直接的、間接的にかかわらず、『共存共栄の世の

中（世の中の調和）』を乱す行為」のことです。 
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「道徳的に正しいか、間違っているか」を判断す

るときは、これを判断の基準にします。 

 

 つまり、「それが、直接的、間接的にかかわらず、

『共存共栄の世の中（世の中の調和）』を維持、つ

くりだすことにつながっているのか、それとも『共

栄の世の中（世の中の調和）』を乱すことにつなが

っているのか」を考えます。 

 

 そして、それが、「共存共栄の世の中（世の中の

調和）」を維持、つくりだすことにつながっている

なら、それは「いいこと（正しいこと）」だと判断

します。 

 

 逆に、「共存共栄の世の中（世の中の調和）」を

乱すことにつながっているなら、それは「悪いこ

と（間違っていること）」だと判断します。 

 

 

 このように、「道徳の判断の基準」を明確に持っ

ていれば、常に、「いいこと（正しいこと）」と「悪

いこと（間違っていること）」を見分けることがで

きます。 

 

 そして、常に、それらを見分けることができる

ので、常に「道徳的に正しい行動」をすることが
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できるのです。 

 

 

このように、「道徳の判断の基準」を明確に持っ

ているからこそ、学習指導要領にあるように、「よ

いことと悪いことの区別をし、よいと思うことを

進んで行なうこと」ができるのです。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げる上で最も重

要なことの一つは、「道徳の判断の基準」を明確に

教えることだと言えるのです。 

 

 何が「いいこと（正しいこと）」で、何が「悪い

こと（間違っていること）」かを明確に教えること

は、道徳教育の根幹を為す、最も重要なことなの

です。 

 

 

 

「道徳の理論を理解させること」   

と「実践できるようにすること」

を分けて考える 
 

 

 道徳教育が最終的に目指すのは「実践できる人」
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に育てることですが、そのためには、「道徳の理論

を理解させること」と「実践できるようにするこ

と」を分けて考える必要があります。 

 

 例えば、自動車の教習所では、テキストを使っ

た「知識を教える教育」と、実際に自動車を運転

する「実地教育（技能教育）」を行ないます。 

 

 最終的には、「公道で、適切な運転ができる人

（実践できる人）」に育てるのが目的ですが、その

ためには、それらを分けて教えた方が効率がいい

からです。 

 

 

 それと同じで、道徳教育においても、「理論」と

「実践」を分けて考え、別々に教えた方が効率的

だと言えます。 

 

 もちろん、場合によっては、「実践」の訓練をし

ているときに、「理論」について説明することもあ

りますし、それらを完全に分ける必要がない場合

もあります。 

 

 ですが、相手を「実践できる人」に育てるため

には、「道徳の理論を理解させること」と「実践で

きるようにすること」を分けて考えた方がいいの
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です。 

 

 

 現在行なわれている道徳教育において「道徳の

理論を理解させる」とは、「学習指導要領『特別の

教科 道徳編』で説明されている『道徳の内容』

を理解させる」ということです。 

 

 共存共栄研究センターの道徳教育では、「大和

思想」を教えるので、共存共栄研究センターの道

徳教育において「道徳の理論を理解させる」とは、

「『大和思想の理論』を理解させる」ということで

す。つまり、次のようなことを、理解させるとい

うことです。 

 

 

「大和思想」とは、「『世の中の全ての人が、自ら

率先して、普段自分が関わっている全体をまとめ

ること』によって、『共存共栄の世の中』を実現さ

せ、世の中の全ての人と共に『幸福』になる」と

いう思想である。 

 

 

 全ての人は、毎日、「家族」「地域社会」「友人の

集まり」「学校」「会社」「国家」「世界」等、様々

な「全体（集団、組織）」と関わっている。 
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 全ての人が、それらの「全体」にあって、「ただ、

なんとなく」過ごすのではなく、常に、「『その全

体をまとめる』ための働きかけ（『その全体を共存

共栄の世の中を維持している状態にする』ための

働きかけ）」をする。 

 

 そうすることによって、「共存共栄の世の中」が

実現し、維持される。 

 

 その結果、世界の全ての人が幸福になる。 

 

 このような「大和思想の理論」を理解させるの

です。 

 

 

 また、「大和思想」の価値観、「大和思想」にお

ける「いいこと（正しいこと）」と「悪いこと（間

違っていること）」、「大和思想」における人間の

存在価値等も理解させます。 

 

「大和思想」においては、「直接的、間接的にかか

わらず、『共存共栄の世の中（世の中の調和）』を

維持、つくりだす物事」が「価値ある物事」です。 

 

 そして、「直接的、間接的にかかわらず、『共存
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共栄の世の中（世の中の調和）』を乱す物事」が

「価値のない物事」です。 

 

 

「大和思想」における「いいこと（正しいこと）」

とは、「直接的、間接的にかかわらず、『共存共栄

の世の中（世の中の調和）』を維持、つくりだす行

為」のことです。 

 

 そして、「悪いこと（間違っていること）」とは、

「直接的、間接的にかかわらず、『共存共栄の世の

中（世の中の調和）』を乱す行為」のことです。 

 

 

「大和思想」における「人間の存在価値」は、「『共

存共栄の世の中』を維持、つくりだして生きる」

ところにあります。 

 

「家族」「地域社会」「友人の集まり」「学校」「会

社」「国家」「世界」等の、普段自分が関わってい

る「全体」において、「『自ら率先して、その全体

をまとめるための働きかけ（その全体を共存共栄

の世の中を維持している状態にするための働き

かけ）』をして生きる」ところに、「人間の存在価

値」があるのです。 
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 共存共栄研究センターの道徳教育では、このよ

うなことも理解させるのです。 

 

 

 また、「大和思想」における「人間関係のあり方

（人間関係のルール）」も理解させます。 

 

・相手を「尊重」する 

 

・常に「気遣い」をする 

 

・「年長者」は「年少者」をいたわり、導く 「年   

少者」は「年長者」に素直に従う 

 

・男女は互いに「思いやり」を持って接する 

 

・「親」は「子」をしっかり育てる 「子」は「親」   

をしっかり養う 

 

・「老人」を敬う 

 

 

 また、そのような生き方をするために必要なこ

ととして、次のことを理解させます。 
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・あらゆる「恩恵」に心から「感謝」する 

 

・自分の「運命」を受け入れる 

 

・常に、「共存共栄の世の中を維持、つくりだす物  

事」と「共存共栄の世の中を乱す物事」を見分 

ける 

 

・論理的思考能力 

 

・「優先順位の一番」を「世の中全体」にすること  

（自己犠牲の精神） 

 

・謙譲の精神 

 

・「優しさ」と「厳しさ」 

 

・「勇気」と「精神的強さ」 

 

・平常心 

 

・向上心 

 

・真剣さ 

 

・「健康」を維持する 
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「道徳の理論を理解させる」とは、このようなこ

とを一つのまとまった「理論体系」として、理解

させるということです。 

 

「世の中の全ての人と共に幸福になる」という、

「大和思想の目的」 

 

「共存共栄の世の中」 

 

「『共存共栄の世の中を実現させ、維持する』ため

に必要な個人のあり方」 

 

「そのような生き方をするために必要な『資質』

や『人間関係のルール』」 

 

 これらをバラバラに理解させるのではなく、一

つのまとまった「理論体系」として、理解させる

必要があるのです。 

 

 

 さて、「道徳の理論を理解させること」は必要で

すが、道徳教育が最終的に目指すのは、「実践でき

る人」に育てることです。 
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 道徳においては、「実践できること」が決定的に

重要です。理論を理解しても、実践できなければ、

全く意味がないのです。 

 

 

「大和思想」における「実践できる人」とは、「自

ら率先して、普段自分が関わっている『全体』を

まとめることができる人」「自ら率先して、『共存

共栄の世の中を維持する働きかけ』ができる人」

のことです。 

 

 これは、単に「行儀がいい人」「先生や親の言う

ことを聞く人」「怒られることをしない人」ではあ

りません。 

 

「『道徳的に正しいこと』なら、たとえ避難されよ

うと、文句を言われようと、率先して、それを行

なえる人」です。 

 

 道徳教育が最終的に目指すのは、このような「実

践できる人」に育てることなのです。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げる上で、「道徳

の理論を理解させること」を意識することは必要

ですが、それだけでなく、「実践できるようにする

こと」「実践力を身に付けさせること」を意識する
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ことも必要なのです。 

 

 

「道徳の理論」を理解することは、的確な行動を

する上で不可欠です。 

 

 ですが、最終的には、実践できるようにならな

ければ意味がありません。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

「道徳の理論を理解させること」と「実践できる

ようにすること」を分けて考える必要があるので

す。 

 

 

 

自己肯定感を持たせる 

 

 

 少年院に入所するほとんどの少年は、「自己肯定

感（『自分は認められている』『自分は愛されてい

る』『自分には価値がある』『自分は大切な存在だ』

等の自分を肯定的に捉える感覚）」が低いと言われ

ています。 

 

「いじめ」をする人の多くは、「自己肯定感」が低
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いことから、他の人をいじめて自分の立場を上げ、

自分の存在価値を高めようとすると言われていま

す。 

 

 また、問題行動を起こす人は、「自己肯定感」が

低いことから、自暴自棄になり、問題行動を起こ

すとも言われています。 

 

 このように、「自己肯定感」が低いことは、「道

徳に反する行動」につながるので、道徳教育の成

果を上げるためには、相手に「自己肯定感」を持

たせる必要があります。 

 

 

 この「自己肯定感」が低い原因（自分に価値を

見い出せない原因）は、その人が持つ「『人間の価

値』を測る判断の基準（価値観）」が、自分の価値

を見い出せないものだからです。 

 

 例えば、「成績がいい人には価値があり、成績が

悪い人には価値がない」という考えを「『人間の価

値』を測る判断の基準」にしている人は、自分の

成績が悪かったら、自分に価値を見い出すことが

できません。 

 

 また、「容姿がいい人（かっこいい人、きれいな
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人、かわいい人）には価値があり、そうでない人

には価値がない」という考えを「『人間の価値』を

測る判断の基準」にしている人は、自分の容姿が

良くなかったら、自分に価値を見い出すことがで

きません。 

 

 また、「裕福な人には価値があり、貧しい人には

価値がない」という考えを「『人間の価値』を測る

判断の基準」にしている人は、裕福でなかったら、

自分に価値を見い出すことができません。 

 

 このように、「自分に価値を見い出せない考え

（価値観）」を「『人間の価値』を測る判断の基準」

にしていると、当然、その人は、自分に価値を見

い出すことはできないのです。 

 

 ですから、「自己肯定感」を持たせるためには、

「自分に価値を見い出せる考え（価値観）」を教え

る必要があります。 

 

 

 共存共栄研究センターの道徳教育では、「大和思

想」を教えますが、「大和思想」を持って生きれば、

誰でも、一生、自分に価値を見いだすことができ

ます。 
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「大和思想」は、「世の中の全ての人と共に『幸福』

になること」を「目的」に設定しています。 

 

 また、「大和思想」では、「『世の中の全ての人と

共に幸福になる』ためには、世の中は、『共存共栄

の世の中』である必要がある」と考えます。 

 

 ですから、「大和思想」における「人間の存在価

値」は、「『共存共栄の世の中』を維持、つくりだし

て生きる」ところにあります。 

 

 つまり、「家族」「地域社会」「友人の集まり」「学

校」「会社」「国家」「世界」等の、普段自分が関わ

っている「全体」において、「『自ら率先して、その

全体をまとめるための働きかけ（その全体を共存

共栄の世の中を維持している状態にするための働

きかけ）』をして生きる」ところに、「人間の存在

価値」があるのです。 

 

 

 ですから、「大和思想」においては、どれだけ「能

力が高い人」「成績がいい人」「容姿がいい人」「裕

福な人」「有名な人」「強い権力を持っている人」

であっても、「『普段自分が関わっている全体をま

とめる』ための働きかけ（『共存共栄の世の中を維



 

102 

 

持、つくりだす』ための働きかけ）」を全くしてい

なかったら、その人は、「価値のない存在」「不必

要な存在」となります。 

 

 逆に、どれだけ「能力が低い人」「成績が悪い人」

「容姿が悪い人」「貧しい人」「有名でない人」「権

力がない人」であっても、「『普段自分が関わって

いる全体をまとめる』ための働きかけ（『共存共栄

の世の中を維持、つくりだす』ための働きかけ）」

をしているなら、その人は、「価値ある存在」「必

要な存在」となります。 

 

 

「大和思想」においては、人を押しのけ、世の中

の「調和」を乱してまで「地位」や「名声」や「財

産」を手に入れた人は、「価値のない存在」「不必

要な存在」です。 

 

 逆に、質素で目立たない生活をしていても、「『普

段自分が関わっている全体をまとめる』ための働

きかけ（『共存共栄の世の中を維持、つくりだす』

ための働きかけ）」をしているなら、その人は「価

値ある存在」「必要な存在」なのです。 

 

 これが、「大和思想」における「人間の存在価値」

なのです。 
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 ですから、「大和思想」を持って生きれば、「子

供」「大人」「老人」「男性」「女性」「能力が高い人」

「能力が低い人」「裕福な人」「貧しい人」「政治家」

「国民」、また「職業」にかかわらず、「文化」にか

かわらず、「国籍」にかかわらず、誰でも、自分に

価値を見い出すことができます。 

 

 つまり、「大和思想」を持って生きれば、誰でも、

一生、「自己肯定感」を高く保つことができるので

す。 

 

 

「大和思想」以外の価値観でもいいのですが、道

徳教育の成果を上げるためには、相手に「自己肯

定感」を持たせる必要があります。 

 

 そして、そのためには、相手に「自分に価値を

見い出せる考え（価値観）」を教える必要があるの

です。 

 

 世の中がどうあろうと、周りの人がどうあろう

と、どのような状況であっても、自分の努力次第

で自分に価値を見い出せる価値観を教える必要が

あるのです。 
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 ※「大和思想」における「人間の存在価値」につ

いては、詳しくは、一章の「『大和思想』における

人間の存在価値」を読んでください。 

 

 

 

「全ての人を尊重する必要性」   

をしっかり理解させる 

 

 

 日本国憲法において、最も重要で、あらゆる憲

法上の原理、原則、また、あらゆる法令の目的と

もいうべき基本原理となっているのは、「個人の尊

厳の確保」です。 

 

 日本国憲法１３条に、「すべて国民は、個人とし

て尊重される」と規定されていますが、これが、

日本国憲法の基本原理の根拠規定と考えられてい

るのです。 

 

 つまり、日本国憲法を含めた全ての日本の法令

は、「個人の尊厳の確保」を目的としているのです。 
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 このことから、日本の道徳教育の目的は、「『す

べての国民が尊重される社会』を維持するために

必要な道徳性を身につけさせること」だと言えま

す。 

 

 また、このことから、道徳教育を通じて、全て

の人を「誰と接するときでも、相手を尊重するこ

とができる人間」に育てることは、必要不可欠だ

と言えます。 

 

 

 このように、全ての人を「誰と接するときでも、

相手を尊重することができる人間」に育てること

は必要不可欠なのですが、そうするためには、「全

ての人を尊重する必要性」をしっかり理解させる

必要があります。 

 

「必要性をしっかり理解させること」、これが必要

なのです。 

 

「一方的に言う」とか「単に伝える」ということ

ではなく、「しっかり理解させること」が必要なの

です。 

 

 

ここでは、「全ての人を尊重する必要性」を理解
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するために、大和思想の六章から、「相手を『尊重』

する」を抜粋したいと思います。 

 

 

 ～～大和思想 六章から抜粋～～ 

 

 

相手を「尊重」する 
 

 

※ここで言う「相手を『尊重』する」とは、「相

手を『尊い存在』『価値ある存在』として大切にす

る」という意味です。 

 

 

「『共存共栄の世の中』における『人間関係』のあ

り方」の「根本」は、「相手を『尊重』すること」

です。 

 

 

 人間が「幸福」になるためには、「『自分の尊厳

が保たれていること（自分が価値ある存在、尊い

存在として、認められ、大切にされていること）』

によって得られる『精神的充足、安定』」が必要不

可欠です。 
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 ですから、「『共存共栄の世の中（全ての人が幸

福を感じられる世の中）』を実現させ、維持する」

ためには、「世の中の全ての人の『尊厳』を保つ」

必要があります。 

 

 また、「世の中の全ての人の『尊厳』を保つ」た

めには、世の中の全ての人が、互いに「相手を『尊

重』する（『尊い存在』『価値ある存在』として大切

にする）」必要があります。 

 

 

 もし、世の中の全ての人が、互いに相手を「尊

重」せず、互いに相手を「軽視」し、「いい加減」

に接していたら、世の中の全ての人の「人間関係」

は悪くなり、全ての人が「対立」することになり

ます。つまり、「世の中の全ての人の『尊厳』を保

つこと」はできなくなります。 

 

 逆に、世の中の全ての人が、常に、互いに相手

を「尊重」していれば、全ての人が仲良くなるこ

とはないとしても、全ての人が根本から「対立」

することはありません。 

 

 人間は、それぞれが「自分の考え」を持った「独

立した個人」なので、「意見」や「考え」が合わな

いことがありますし、ときには「対立」すること
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もあります。 

 

 ですが、どのようなことがあっても、「相手を『尊

重』すること」を忘れなければ、根本から「対立」

することはないのです。 

 

 

 このことから分かるように、「世の中の全ての人

の『尊厳』を保つ」ためには、世の中の全ての人

が、互いに「相手を『尊重』する」必要があるので

す。 

 

 ですから、このことから、「相手を『尊重』する

こと」は、「『共存共栄の世の中』における『人間関

係』のあり方」の「根本」だと言えるのです。 

 

 

 さて、このように、「相手を『尊重』すること」

は、「『共存共栄の世の中』における『人間関係』の

あり方」の「根本」なのですが、「相手を『尊重』

すること」は、本来は、全ての人にとって当然の

ことであり、「全ての人が、当然のこととして行な

うべきこと」だと言えます。 

 

 三章で説明したように、どのような「全体」に

おいても、「全体を構成する全ての人」は、「『その
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全体の活動の一部分』を担っている状態」で存在

しています。 

 

 ですから、「人間社会」においても、「『人間社会』

を構成する全ての人」は、基本的には、「『人間社

会をいい状態で存続させるための活動の一部分』

を担っている状態」で存在しています。 

 

 経済活動をし、「国家」に税金を納めるのは、「人

間社会」を支える重要な行為です。 

 

 子供を産み、しっかり育てるのも、「人間社会」

を支える重要な行為です。 

 

 また、特別なことはしていなくても、「世の中の

調和」を乱さないで生きていれば、それは、「『人

間社会』を支えている」ということです。 

 

 これらのことから分かるように、世の中の全て

の人は、基本的には、「『人間社会をいい状態で存

続させるための活動の一部分』を担っている状態」

で存在しているのです。 

 

 また、このことから分かるように、世の中の全

ての人は、本質的には、「人間社会を『いい状態』

で存続させる」ための「協力関係」「仲間関係」に
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あるのです。 

 

 また、世の中の全ての人は、誰にとっても、「『人

間社会の一部分』を担う『尊い存在』『価値ある存

在』」なのです。 

 

 ですから、世の中の全ての人は、本来は、誰と

接するときでも、当然のこととして、「相手を『尊

重』する」べきなのです。 

 

 

 このように、「相手を『尊重』すること」は、本

来は、「社会的生き物」である人間にとっては当然

のことであり、「全ての人が、当然のこととして行

なうべきこと」なのです。 

 

 ですから、このような理由からも、「相手を『尊

重』すること」は、「『共存共栄の世の中』における

『人間関係』のあり方」の「根本」だと言えるので

す。 

 

 

 さて、このように、「世の中の全ての人の『尊厳』

を保つ」ためには、世の中の全ての人が、互いに

「相手を『尊重』する」必要がありますし、「相手

を『尊重』すること」は、本来は、「社会的生き物」
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である人間にとっては当然のことなのです。 

 

 ですから、「相手を『尊重』すること」は、「『共

存共栄の世の中』における『人間関係』のあり方」

の「根本」だと言えるのです。 

 

 

 全ての人には、「考えが合わない人」や「利害が

対立する人」がいますし、全く接点のない「他人」

もいます。 

 

 そして、多くの人は、そのような人に対しては、

「尊重」する気持ちを失いがちです。 

 

 ですが、「『共存共栄の世の中』を実現させ、維

持する」ためには、世の中の全ての人が、どのよ

うな人と接するときでも、「相手を『尊重』する」

必要があるのです。 

 

 

 また、世の中の全ての人は、「『世の中の一部分』

を支える重要な存在」なので、そのような意味で

も、「全ての人を『尊重』する」必要があるのです。 

 

 

「自分の子供」「親」「友人」「隣人」「男性」「女性」
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「年長者」「年少者」「先生」「生徒」「政治家」「国

民」「裕福な人」「貧しい人」「能力が高い人」「能力

が低い人」「考えが合わない人」「利害が対立する

人」「他人」、その他どのような人と接するときで

も、「相手を『尊重』する」のです。 

 

 これが、「『共存共栄の世の中』における『人間

関係』のあり方」の「根本」なのです。 

 

 

 ～～抜粋終わり～～ 

 

 

 道徳教育の成果を上げるためには、このような、

「全ての人を尊重する必要性」を、しっかり理解

させる必要があるのです。 

 

 

 

「個性」「主体性」「創造性」が失

われないように注意する 
 

 

「個性」「主体性」「創造性」は、全ての人にとっ

て、とても重要な資質です。 
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 現在行なわれている道徳教育の内容に、「個性の

伸長」「自主性」「創造性」があることからも、それ

が理解できると思います。 

 

 ですが、それらは、道徳教育を行なうと、少な

からず失われてしまいます。 

 

 

「道徳教育をする」とは、「相手を『道徳（規律）

に従った行動ができる人間』に育てる」というこ

とです。 

 

 ですから、道徳教育をするときには、「髪の毛を

染めてはいけません」「こういう服装は良くありま

せん」「こういう態度は良くありません」「言葉遣

いに気をつけなければいけません」等、「これをや

ってはいけません」「こういうときは、こうしなさ

い」と、本人の考えを無視して、「一定の規律に従

った行動」をさせる（一定の型にはめる）ことに

なります。 

 

 ですから、道徳教育を行なうと、少なからず、

「個性」「主体性」「創造性」は失われてしまいま

す。 

 



 

114 

 

 本来、「個性」「主体性」「創造性」は、誰にでも

備わっているのですが、それらは、道徳教育をす

ることによって、少なからず失われてしまうので

す。 

 

 

 このように、道徳教育を行なうと、「個性」「主

体性」「創造性」は、少なからず失われてしまうの

で、道徳教育をするときには、なるべく、それら

が失われないように注意する必要があります。 

 

 

「個性」「主体性」「創造性」が失われないように

する上で重要なことは、「規則は最小限にし、行動

の自由度は高めること」です。 

 

 先ほど説明したように、道徳教育をすること（一

定の規律に従った行動をさせること）によって、

「個性」「主体性」「創造性」が失われるので、この

ことから、「『個性』『主体性』『創造性』を伸ばすた

めには、規則は少ない方がいい」ということが分

かります。 

 

 別の言い方をすると、「行動の自由度は高い方が

いい」ということが分かります。 
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 どのような集団（組織）でも、一定の秩序を保

つ必要があるので、少なからず「規則に従うこと」

を教えなければなりませんが、「個性」「主体性」

「創造性」が失われないようにするためには、「規

則は最小限にし、行動の自由度は高める」必要が

あるのです。 

 

 

「行動の自由度を高める」ためには、道徳教育を

する人が、何が「いいこと（正しいこと）」で、何

が「悪いこと（間違っていること）」かを、明確に

理解している必要があります。 

 

 そして、その判断の基準に照らし合わせて「悪

いこと」でなければ、たとえ、「一般常識」「普通と

言われていること」からずれていても、それを認

める必要があります。 

 

「悪いこと（間違っていること）ではない」とい

う点さえ押さえていれば、細かいことは気にせず、

否定的にならずに放っておくのです。 

 

 また、相手に悪意がないなら、多少の失敗は、

細かく追求しないようにすることも重要です。 

 

 人によっては、自分の立場や世間体を気にして、
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必要以上に厳しくしてしまいますが、それだと、

「個性」「主体性」「創造性」は、完全に失われてし

まうのです。 

 

 

 また、「行動の自由度を高める」ためには、相手

に、「道徳の判断の基準」を明確に教える必要があ

ります。 

 

 つまり、何が「いいこと（正しいこと）」で、何

が「悪いこと（間違っていること）」かを明確に教

える必要があります。 

 

 何が「いいこと（正しいこと）」で、何が「悪い

こと（間違っていること）」かを明確に理解してい

なかったら、その人は、「これは、やっても大丈夫

だろうか？」「やらない方がいいだろうか？」と悩

み、「怒られないために、一応止めておこう」とい

う判断をすることが多くなります。 

 

 逆に、それらを明確に理解していれば、それら

を判断するのに迷うことはありませんし、「やって

いいこと」に関しては、堂々とやることができま

す。 

 

 ですから、「道徳の判断の基準」を明確に教えれ
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ば、少なからず「行動の自由度」を高めることが

できるのです。 

 

 

 また、道徳教育とは直接関係ありませんが、「個

性」「主体性」「創造性」を伸ばすためには、子供の

頃から、「個性的であること（周りの人とは違うこ

と）を認める、否定しない」「主体的な行動を褒め

る。主体的に行動して失敗しても怒らない」「創造

的なことをしたときは、たとえ、それが『変』であ

っても否定せず、認める、褒める」「創造する楽し

さを教える」等が重要です。 

 

 

 

 さて、ここで説明したように、全ての人にとっ

て、「個性」「主体性」「創造性」は、とても重要な

資質なのですが、それらは道徳教育を行なうと、

少なからず失われてしまうのです。 

 

 ですから、道徳教育を行なうときは、それらが

失われないように注意する必要があるのです。 
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 模範となる 
 

 

 道徳教育の成果を上げるためには、道徳教育を

する人が、模範となるような振る舞いをする必要

があります。 

 

 道徳教育は、学校、家庭、地域社会、会社等、

様々な場所で行なわれますが、いずれにおいても、

道徳教育をする人が「道徳に反する行動」をして

いたら、説得力は生まれません。 

 

 また、相手に道徳的行為をさせる上で、モデル

となる振る舞いを見せること、それをイメージと

して記憶させることは、とても重要です。 

 

 ですから、道徳教育をする人は、意識して、模

範となる必要があるのです。 

 

 教える立場にいると、相手の失敗や未熟なとこ

ろに目が向き、自分のことは疎かになりがちです

が、自分に対しても厳しくなり、意識して模範と

なる必要があるのです。 
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自信を持って堂々と行なう 
 

 

 道徳に限らず、どのようなことを教える場合で

も、教える人が自信なさそうにしていたら、説得

力が得られないので、成果を上げることはできな

くなります。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

道徳教育をする人は、自信を持って、堂々と行な

う必要があります。 

 

 

 自信を持って、堂々と道徳教育をするためには、

教える人が、道徳教育について明確に理解してい

る必要があります。 

 

「道徳の判断の基準」、つまり「いいこと（正しい

こと）と悪いこと（間違っていること）」と「どう

いう人間に育てるべきか」は、特に理解している

必要があります。 

 

 教師等、仕事で道徳教育に携わっている人は、

「どうすれば、そのような人間に育つか」も十分
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理解している必要があります。 

 

 曖昧にしか理解していなかったら、自信のなさ

が出てしまいます。 

 

 ですから、自信を持って、堂々と行なうために

は、それらを明確に理解している必要があるので

す。 

 

 

 また、自信を持って堂々と行なうためには、道

徳教育をする人の根本に「本気さ」「真剣さ」が必

要になります。 

 

 教育は、「相手ありき」なので、スムーズにいく

場合もあれば、スムーズにいかない場合もありま

す。 

 

 特に、道徳教育は、「相手を『規律（道徳）』に従

わせる働きかけ」なので、場合によっては反発さ

れ、抵抗され、思うようにいかないこともありま

す。 

 

 ですが、そのようなときでも、根本に「本気さ」

「真剣さ」があれば、くじけず、自信を持って堂々

と行なうことができます。 
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 ですから、自信を持って、堂々と道徳教育を行

なうためには、「本気さ」「真剣さ」が必要になる

のです。 

 

 

 また、正しいことを言っていても、場合によっ

ては、反論され、言い返せなくなることがありま

すが、正しいことを言っているなら、たとえ、上

手く説明できなくても、自信を持って、堂々と「言

い切る」ことが必要です。 

 

 いい加減な人は、「正しいか、間違っているか」

に関係なく、言いたいことを言いたい放題言うの

で、言い返すのが難しくなることがありますが、

道徳性を身に付けさせるためですから、「言うべき

こと」なら、自信を持って、堂々と言わなければ

なりません。 

 

 教師や親と言っても完璧ではありませんから、

場合によっては、相手に上手く説明できないこと

もありますが、それを恐れて消極的になっていた

ら、自信のなさとして相手に伝わり、道徳教育の

成果を上げることはできなくなります。 

 

 ですから、場合によっては、上手く説明できな
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くても、無理矢理自信を持って、堂々と「言い切

る」必要があるのです。 

 

 

 道徳教育をする人が、自信なさそうにしていた

ら、たとえ正しいことを言っていても、成果を上

げることはできなくなります。 

 

 ですから、道徳教育の成果を上げるためには、

道徳教育をする人は、自信を持って、堂々と行な

う必要があるのです。 

 

 

 

児童生徒を評価するときに 

気を付けること 
 

 

 道徳が「教科」として、新たに実施されました

が、それに伴って、道徳においても他の教科と同

じように、評価をするようになりました。 

 

「児童生徒の『道徳性』を評価すること」につい

ては、賛否両論ありますが、私は、「児童生徒の『道

徳性』を評価すること」には反対です。 
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 理由の一つは、「『児童生徒の道徳性を正確に把

握すること』はできないから」です。 

 

 

 道徳が「特別の教科 道徳」として、新たに実

施されるようになった背景に、「いじめ」の問題が

あります。 

 

「いじめ」をなくす必要性からも、道徳を教科と

して、新たに教えるようになったのです。 

 

 この「いじめ」ですが、その多くは、教師に認知

されていません。 

 

 なぜなら、「いじめ」をする生徒は、教師に見つ

からないように「いじめ」をするからです。 

 

 教師の前では「真面目な生徒」を装い、その陰

で「いじめ」をしているため、多くの「いじめ」

は、教師に認知されていないのです。 

 

 

 このように、「多くの『いじめ』を認知すること

ができていない」わけですが、それは、「『児童生

徒の道徳性を正確に把握すること』はできていな
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い」ということではないでしょうか？ 

 

 

また、大抵の生徒は、教師の前では、普段よりも、

少なからず「いい生徒」を装います。 

 

 これは、子供に限ったことではなく、大人でも

同じです。 

 

 教師は、校長や保護者の前では、少なからず「い

い教師」を装いますし、会社に勤めている人も、

社長や上司の前では、少なからず「真面目な社員」

を装います。 

 

「上司がいるとき」と「上司がいないとき」のギ

ャップがあまりにも大きかったら、それは問題で

すが、少なからずギャップがあるのは仕方のない

ことです。 

 

 上司に「不真面目」な印象を与えるわけにはい

きませんし、上司の前では、少なからずプレッシ

ャーがかかるからです。 

 

 このような心理は、大人にも子供にも働きます。 

 

 ですから、「児童生徒の『道徳性』を正確に把握
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すること」はできないのです。 

 

 

 また、「本当に真面目な生徒」は、誰も見ていな

いところでも「道徳的行為」をし、しかも、それを

人に話したりしませんが、「いい評価を得たい生徒」

は、誰も見ていないところでは「道徳的行為」を

しないで、教師の前では「道徳的行為」をします。 

 

 ですが、道徳において重要なのは、「誰も見てい

なくても『道徳的行為』をすること」ですし、「『実

生活』においてすること」です。 

 

 ですが、教師は、学校における生徒の生活態度

しか見ていませんし、しかも、現実には、その一

部しか見ることはできません。 

 

 このようなことを考えると、「『児童生徒の道徳

性を正確に把握すること』はできない」と言わざ

るを得ないのです。 

 

 

 このように、「『児童生徒の道徳性を正確に把握

すること』はできない」のですから、「児童生徒の

『道徳性』を正確に評価すること」も、できるは

ずがないのです。 
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 ですから、私は、「児童生徒の『道徳性』を評価

すること」には反対なのです。 

 

 

 これ以外にも理由があります。 

 

 道徳の授業は、どちらかと言うと、「道徳的に優

れている人」に対してよりも、「道徳的に優れてい

ない人」に対して行なう必要がありますが、「道徳

的に優れていない人」は、大抵、授業に参加する

意欲が低く、不器用で、教師に対して「いい評価」

を求めようとしません。 

 

 そのような生徒に対して、高い評価を付けるわ

けにはいきませんが、かと言って、「自己肯定感」

を持たせる必要性から、低い評価を付けるわけに

もいきません。 

 

 そのような生徒に対する評価は、どうするので

しょうか？ 

 

「いじめ」をする生徒に対する評価はどうするの

でしょうか？ 
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 また、常に評価をしていると、「評価を気にする

人」「周りの目を気にする人」になる危険性があり

ます。 

 

「道徳的に優れている人」とは、「『評価』や『周り

の目』を気にせず、正しいことは、自信を持って

堂々と行なう人」です。 

 

 それなのに、「評価を気にする人」「周りの目を

気にする人」になってしまったら、本末転倒です。 

 

 道徳は、他の教科と異なり、「実践」こそが重要

です。「評価はいいけど、実践できない人」になっ

てしまっては困るのです。 

 

 このような理由からも、私は、「児童生徒の『道

徳性』を評価すること」には反対なのです。 

 

 

 さて、文部科学省のホームページの「『特別の教

科 道徳』の指導方法・評価等について（報告）」

の中に、次のような記述があります。 

 

○道徳科の特質を踏まえれば、評価にあたって、 

・数値による評価ではなく、記述式とすること 

・個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまと
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まりを踏まえた評価とすること 

・他の児童生徒との比較による評価ではなく、児

童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて

認め、励ます個人内評価（※）として行なうこと  

 

※個人内評価…児童生徒の良い点を褒めたり、更

なる改善が望まれる点を指摘したりするなど、児

童生徒の発達の段階に応じて励ましていく評価 

 

 

 これを読む限り、文部科学省でも、評価の仕方

については慎重になっているようです。 

 

「数値による評価はしない」「児童生徒がいかに成

長したかを積極的に受け止めて認め、励ます評価

として行なう」というのは、いいことだと思いま

す。 

 

 ですが、それなら、「評価」という発想を変える

べきだと思います。 

 

 私は、「児童生徒の『道徳性』を評価する」とい

う発想（特に「評価」という発想）は、間違ってい

ると思います。 

 

「児童生徒が『道徳的行為』ができるように助言
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（アドバイス）する」という発想を持つべきだと

思います。 

 

「評価」という言葉は、適切ではありません。「助

言（アドバイス）する」「先生からの一言」「先生の

コメント」にするべきだと思います。 

 

 

 私は、「児童生徒の『道徳性』を評価すること」

には反対ですが、もし評価しなければならないと

したら、ここで説明したことを踏まえ、次のこと

に注意する必要があると考えます。 

 

・「『児童生徒の道徳性を正確に把握すること』は

できない」ということを理解する 

 

 自分が見ているのは、あくまで、学校における

生徒の「道徳性」のみであり、しかも、現実には、

その一部しか見られていないことを理解し、それ

を踏まえて評価する必要があります。 

 

・「『道徳的行為』は、誰も見ていないところでも、

行なうべきものである」「実践することこそが重要

である」ということをしっかり教える 

 

「道徳教育をする」とは、「相手を『道徳（規律）
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に従った行動ができる人間』に育てること」です。 

 

 つまり、それは、「教師や親等の、道徳を教える

人の前でのみ『道徳的行為』ができればいい」と

いうことではありませんし、「学校での『評価』が

良ければいい」ということでもありません。 

 

「実践すること」「誰も見ていないところでも、常

に実践すること」が重要なのです。 

 

 ですから、そのことをしっかり教える必要があ

るのです。 

 

・「理論の理解度」は数値で評価し、「実践力」に

ついては助言をする 

 

「『道徳の理論を理解させること』と『実践できる

ようにすること』を分けて考える」で説明したよ

うに、「理論」と「実践」を分けて考えることは重

要です。 

 

 それらを分けて考えた場合、「理論の理解度」は

数値で評価することができます。 

 

 例えば、自動車の運転免許を取得するときには、

「筆記試験」と「実地試験」を行ない、それぞれの
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評価をしますが、同じように、道徳教育において

も、「理論の理解度」と「実践力」を分けて考えれ

ば、別々に評価することができます。 

 

「道徳の理論を、どれだけ覚えたか」を「筆記試

験」で試すのは簡単ですし、それを覚えることは、

実践する上で非常に役立ちます。 

 

 また、「実践力」については、文部科学省が説明

しているように、「児童生徒がいかに成長したかを

積極的に受け止めて認め、励ます評価として行な

う」という、「助言」をすることができます。 

 

 

 私は、「道徳性」を評価するのが難しいなら、無

理に評価しない方がいいと思っています。 

 

「評価をしなければ、道徳教育はできない」とい

うことはないからです。 

 

 ですが、もし評価しなければならないとしたら、

これらに注意して行なうべきだと思います。  


